
タ
バ
コ
植
民
地
経
済
の
展
開

i
独
立
革
命
へ
の
経
済
的
前
提
一

口禾

田

光

弘

【
要
約
】
　
黒
人
奴
隷
制
に
基
づ
く
タ
バ
コ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
を
み
た
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
植
民
地
と
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
植
民
地
は
、
タ
バ
コ
植
民
地
と

も
称
さ
れ
、
イ
ギ
リ
入
旧
帝
国
の
「
辺
境
」
と
し
て
、
従
来
、
そ
の
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
性
格
が
過
度
に
強
調
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
メ
リ
カ
独

立
革
命
に
お
い
て
こ
れ
ら
植
民
地
が
有
し
た
経
済
史
的
意
義
は
、
し
ぼ
し
ば
捨
象
さ
れ
、
政
治
史
上
で
の
理
解
と
の
あ
い
だ
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在

し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
特
に
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
植
民
地
を
対
象
に
、
植
民
初
期
か
ら
独
立
前
夜
ま
で
の
経
済
の
動
向
を
で
き
る
限
り

忍
受
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
タ
バ
コ
植
民
地
の
持
つ
独
立
革
命
へ
の
経
済
的
前
提
要
因
を
探
り
だ
す
。
本
国
の
航
海
法
体
制
へ
の
反
発
と
い
う

「
消
極
的
」
要
因
と
な
ら
ん
で
、
従
来
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
経
済
構
造
そ
の
も
の
の
変
容
と
い
う
現
象
が
、
「
積
極
的
」
要
因
と
し
て
、
提
示
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
〇
巻
五
号
　
一
九
八
七
年
九
月

タバコ植畏地経済の展開（瀦国）

は
　
じ
　
め
　
に

　
十
七
・
十
八
世
紀
、
北
米
大
陸
十
三
植
民
地
は
、
歯
黒
国
と
し
て
独
立
を
達
成
す
る
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
第
一
次
帝
国
の
重
要
な
構
成
要
素
で

あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
ス
テ
イ
プ
ル
（
主
要
換
金
作
物
）
を
産
す
る
南
部
植
民
地
は
、
帝
国
の
「
辺
境
」
に
位
澱
づ
け
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
中
核
」
と
す
る
分
業
一
支
配
体
制
の
な
か
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
役
割
を
演
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
基
礎
を
お

く
社
会
経
済
下
膨
が
形
成
さ
れ
、
払
底
す
る
労
働
力
を
確
保
す
る
た
め
に
強
欄
（
不
自
由
）
労
働
力
が
用
い
ら
れ
た
。
当
初
は
、
も
っ
ぱ
ら
白
人
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サ
ー
ヴ
ァ
ソ
ト
が
使
用
さ
れ
た
が
、
十
七
世
紀
末
か
ら
黒
人
奴
隷
の
大
量
導
入
が
開
始
さ
れ
、
や
が
て
「
人
種
奴
隷
制
」
社
会
が
そ
の
全
貌
を

　
　
　
　
　
　
②

現
す
こ
と
に
な
る
。

　
か
か
る
南
部
植
民
地
の
な
か
で
も
、
タ
バ
コ
を
産
す
る
「
タ
バ
コ
植
民
地
」
、
す
な
わ
ち
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
植
民
地
と
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
植
民
地
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

従
来
か
ら
多
く
の
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
き
た
。
経
済
史
に
関
し
て
い
う
な
ら
ば
、
タ
バ
コ
が
十
三
植
民
地
最
大
の
輸
出
品
と
し
て
霧
証
し
、

西
イ
ン
ド
諸
島
の
砂
糖
と
並
ぶ
強
力
な
ス
テ
イ
プ
ル
で
あ
り
続
け
た
こ
と
が
、
そ
の
主
な
理
由
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
翻
っ
て
、
ア
メ
リ

カ
史
の
最
重
要
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
、
独
立
革
命
の
視
点
か
ら
見
た
と
き
、
タ
バ
コ
植
民
地
の
持
つ
経
済
史
的
意
義
は
、
決
し
て
大
き
な
も
の
と

は
さ
れ
て
い
な
い
。
タ
バ
コ
植
民
地
に
お
け
る
独
立
革
命
は
、
主
と
し
て
政
治
的
・
社
会
的
な
原
因
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
経
済

的
要
因
に
は
、
せ
い
ぜ
い
副
次
的
な
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
タ
バ
コ
植
民
地
を
完
全
な
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
社
会
と

し
て
捉
え
る
限
り
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
の
関
係
は
む
し
ろ
相
互
補
完
的
と
み
な
さ
れ
、
両
者
の
矛
盾
対
立
と
い
う
図
式
は
、
当
然
、
で
て
こ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
。
つ
ま
り
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
植
民
地
な
ど
と
は
対
象
的
な
解
釈
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
、
タ
バ
コ
植
民

地
に
つ
い
て
、
独
立
革
命
の
経
済
的
前
提
に
関
す
る
研
究
が
全
く
欠
如
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
合
衆
国
で
の
研
究
史
を
ひ
も
と
い

て
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
し
ば
し
ぜ
〃
タ
バ
コ
・
プ
ラ
ン
タ
ー
の
負
債
の
増
大
”
が
論
じ
ら
れ
、
革
新
主
義
史
学
の
主
要
テ
ー
ゼ
の
ひ
と
つ

と
も
い
い
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
と
て
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
政
治
的
動
向
と
の
関
連
に
お
い
て
問
題
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

決
し
て
経
済
構
造
（
特
に
実
物
部
門
）
そ
の
も
の
と
の
関
連
に
お
い
て
扱
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
う
え
、
現
在
、
様
々
な
批
判
が
噴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

出
し
、
一
様
な
解
釈
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
革
新
主
義
史
学
を
継
い
だ
新
保
守
主
義
史
学
の
歴
史
研
究
に
至
っ
て
は
、
経
済
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

要
因
を
積
極
的
に
否
定
す
る
こ
と
す
ら
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ご
く
最
近
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
計
量
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
タ
バ
コ
植
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

地
の
経
済
的
変
容
を
主
張
す
る
研
究
が
幾
つ
か
で
て
き
て
お
り
、
こ
れ
は
、
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
性
格
を
過
度
に
強
調
し
す
ぎ
て
い
た
従
来
の

通
説
に
対
し
て
、
あ
る
程
度
の
修
正
を
迫
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
独
立
革
命
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実

状
で
あ
る
。
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タバコ植民地経済の展開（和田）

　
一
方
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
タ
バ
コ
植
民
地
の
独
立
革
命
に
関
す
る
研
究
は
、
主
に
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
植
民
地
を
中
心
に
精
力
的
に
進
め
ら
れ

て
き
た
が
、
革
新
主
義
史
学
の
成
果
を
取
り
入
れ
て
、
負
債
問
題
・
課
税
問
題
・
土
地
投
機
問
題
・
市
民
革
命
論
な
ど
の
立
場
か
ら
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
・
。
・
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
ほ
と
ん
ど
で
、
経
済
構
造
か
ら
そ
の
原
因
を
捉
え
よ
う
と
す
る
視
点
は
、
皆
無
に
近
い
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
研
究
の
空
隙
を
埋
め
る
べ
く
、
タ
バ
コ
植
民
地
の
持
つ
独
立
革
命
へ
の
経
済
史
的
前
提
要
因
を
探
り
出
し
、
積
極

的
に
提
示
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
そ
れ
は
タ
バ
コ
植
民
地
の
経
済
構
造
を
歴
史
的
に
解
明
す
る
作
業
に
他
な
ら
ず
、
構
造
解
明
の
過
程
で
解
答

は
自
ず
か
ら
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
独
立
革
命
そ
の
も
の
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
植
民
開
始
時
期
か
ら
の
経
済
の
展

開
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
根
本
的
な
前
提
要
因
を
見
い
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
際
、
作
業
仮
説
と
し
て
、
経
済
的
前
提
要
因
を
ふ
た
と
お
り
に
分
類
し
た
い
。
ひ
と
つ
は
「
独
立
革
命
を
経
済
的
に
余
儀
な
く
さ
せ
た

要
因
」
で
あ
り
、
タ
バ
コ
・
プ
ラ
ン
タ
ー
の
負
債
の
増
大
な
ど
も
こ
れ
に
当
た
る
。
タ
バ
コ
植
民
地
経
済
が
展
開
す
る
な
か
で
独
立
革
命
を
不

可
避
な
も
の
と
し
た
条
件
と
い
う
こ
と
で
、
革
命
へ
の
「
消
極
的
」
要
因
と
も
い
え
よ
う
。
従
来
は
、
こ
れ
の
み
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
「
独
立
革
命
を
経
済
的
に
可
能
に
し
た
要
因
」
で
、
た
と
え
政
治
的
独
立
を
果
た
し
て
も
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば

経
済
的
に
自
立
し
え
な
い
と
い
う
意
味
で
、
革
命
へ
の
「
積
極
的
」
要
因
と
い
え
よ
う
。
こ
の
要
因
は
従
来
、
北
・
中
部
植
民
地
に
関
し
て
の

み
、
局
地
的
市
場
圏
の
展
開
、
植
民
地
産
業
の
成
長
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
は
た
し
て
似
た
よ
う
な
要
因
が
「
辺
境
」
た
る
タ
バ
コ
植

民
地
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
が
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
で
あ
る
。
と
ま
れ
、
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
要
因
が
合
わ
さ
っ
て
、
い
わ
ば

そ
の
合
力
と
し
て
、
独
立
革
命
へ
向
け
て
の
ヴ
ェ
ク
ト
ル
が
経
済
的
に
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
分
析
の
対
象
は
も
ち
ろ
ん
タ
バ
コ
植
民
地
で
あ
る
が
、
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
植
民
地
に
関
す
る
研
究
が
著
し
く
進
展
し
て
い
る
一
方
で
、
メ
リ
ー
ラ

ン
ド
植
民
地
研
究
が
か
な
り
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
い
う
わ
が
国
の
現
状
に
鑑
み
、
屋
上
屋
を
架
す
愚
を
避
け
る
た
め
に
も
、
極
力
メ
リ
ー
ラ
ン

ド
植
民
地
に
ウ
ェ
イ
ト
を
か
け
る
こ
と
に
し
た
い
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
植
民
地
研
究
に
蓄
積
が
生
じ
て
こ
そ
、
最
近
と
み
に
強
調
さ
れ
る
「
チ
ェ

サ
ピ
ー
ク
世
界
」
概
念
も
、
そ
の
実
像
を
提
示
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
数
量
デ
ー
タ
の
制
約
な
ど
か
ら
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
み
に
焦
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点
を
当
て
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
を
も
射
程
に
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。

析
に
定
位
し
、
「
新
し
い
経
済
史
」
の
手
法
も
援
用
し
つ
つ
、
論
じ
て
ゆ
き
た
い
。

①
　
州
北
稔
『
工
業
化
の
歴
史
的
前
提
一
帝
国
と
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ソ
ー
』
（
岩

　
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
、
第
七
章
参
照
。

②
　
白
人
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
か
ら
黒
人
奴
隷
へ
の
労
働
力
転
換
に
関
し
て
は
、
拙
稿

　
「
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
植
民
地
社
会
の
展
開
－
労
働
力
転
換
を
軸
と
し
て
1
臨

　
（
『
西
洋
史
学
隔
一
四
三
号
、
一
九
八
六
年
）
参
照
。

③
↓
㌶
ρ
8
≦
‘
．
．
同
9
0
Q
Φ
＜
Φ
馨
①
㊦
暮
7
0
2
宮
戦
《
O
滞
。
。
巷
①
躊
。
下
山
犀
ω

　
竃
。
ユ
。
ヨ
頃
於
8
江
㊤
う
㌦
、
貯
↓
p
け
ρ
↓
．
♂
く
．
卿
》
旨
ヨ
醇
ヨ
騨
コ
吻
U
．
U
‘
Φ
房
‘

　
§
馬
9
融
業
ミ
ぎ
旨
、
ぎ
い
ミ
馬
ミ
馬
§
ミ
O
§
ミ
鳶
野
超
肋
§
誉
軋
。
－
箆
§
や

　
§
§
の
。
§
ミ
（
O
冨
℃
働
歩
一
鐸
お
お
y
竈
．
G
。
ム
伊
参
照
。

④
田
島
恵
児
「
独
立
革
命
と
『
ハ
ミ
ル
ト
ン
体
制
』
」
（
岡
田
泰
男
・
永
田
啓
恭
編

　
『
概
説
ア
メ
リ
カ
経
済
史
』
有
斐
閣
、
一
九
八
三
年
）
二
七
頁
な
ど
。

⑤
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ビ
ア
ー
ド
や
メ
リ
ル
・
ジ
ェ
ン
セ
ン
ら
に
よ
っ
て
、
こ
の
テ
ー

　
ゼ
は
展
閉
さ
れ
た
が
、
最
近
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
プ
ラ
ン
タ
ー
の
生
活
水
準
上

　
昇
に
寄
与
し
た
点
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
　
（
国
玉
昇
竃
4
．
．
甥
δ
〇
二
σ
q
貯
。
。
o
剛

　
夢
①
菊
。
〈
o
翌
翌
8
言
≦
お
一
p
㌶
”
〉
肉
㊦
一
触
。
惹
『
o
冨
二
8
℃
、
、
碁
地
ω
α
●

　
の
⑦
野
×
×
×
＜
湿
（
H
り
。
。
◎
y
℃
や
剃
O
マ
＄
b
。
）
。
そ
の
他
、
丙
諏
訪
⑦
℃
O
．
＜
4
§
馬

　
肉
e
暮
ミ
§
岐
自
§
§
ざ
a
ミ
曽
ミ
ぐ
・
9
§
§
夢
も
・
馬
ぐ
・
§
”
巴
h
野
§
さ
、
し
。
勺
ミ
帖
墨

　
』
§
噛
ミ
ミ
ミ
㍉
①
し
。
O
I
嵜
。
。
ω
（
〇
三
＄
σ
Q
ρ
お
胡
）
㌔
℃
℃
■
H
8
－
一
。
。
一
叫
℃
二
β
い
客
℃

分
析
の
手
法
と
し
て
は
、
数
量
的
解

　
G
§
§
㍉
§
乱
O
鳶
ミ
こ
§
切
臓
馬
駐
勘
O
竃
§
蕊
8
着
§
n
§
回
附
偽
さ
誉
ミ
暮
馬

　
O
ぎ
旨
㌧
ミ
ぎ
嵩
8
－
篤
駅
（
〇
四
ヨ
琢
蕊
σ
q
ρ
一
り
。
。
O
Y
で
」
ω
メ
の
批
判
も
参
照
。

⑥
口
σ
q
葬
r
o
や
9
け
こ
℃
や
斜
8
一
δ
。
。
．

⑦
勺
．
Q
■
国
．
O
冨
ヨ
㊦
房
℃
ρ
〈
．
国
p
ユ
ρ
〉
．
閤
三
爵
。
融
な
ど
に
よ
る
研
究
が
、

　
そ
れ
で
あ
る
。

⑧
と
り
あ
え
ず
、
清
水
知
久
・
高
橋
章
・
富
田
虎
男
『
ア
メ
リ
カ
史
研
究
入
門
』

　
（
山
川
出
版
社
、
　
一
九
八
三
年
）
七
生
ー
九
八
頁
参
照
。
た
だ
し
、
近
江
健
吉

　
「
十
八
世
紀
ア
メ
リ
カ
植
民
地
の
貿
易
構
造
に
つ
い
て
」
（
『
同
志
社
ア
メ
リ
カ
研

　
究
』
第
十
八
号
、
　
一
九
八
一
年
）
、
間
「
十
八
世
紀
の
タ
バ
コ
貿
易
と
チ
ェ
サ
ピ

　
ー
ク
の
地
域
発
展
」
（
同
、
第
ご
○
号
、
一
九
八
四
年
）
は
、
経
済
構
造
か
ら
タ

　
バ
コ
植
民
地
の
独
立
革
命
を
捉
え
る
視
点
を
示
唆
し
て
い
る
。

⑨
池
本
幸
三
『
近
代
奴
隷
制
社
会
の
史
的
展
開
ー
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
湾
ヴ
ァ
ジ
ユ

　
ァ
植
民
地
を
中
心
と
し
て
一
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
七
年
）
は
、
わ

　
が
国
に
お
け
る
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
植
民
地
研
究
の
到
達
点
を
示
し
て
い
る
。
独
立
革
命

　
の
社
会
経
済
的
前
提
に
つ
い
て
は
出
入
章
、
臨
特
に
三
二
三
頁
を
参
照
。
ま
た
、
ヴ

　
ァ
ジ
ニ
ア
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
北
米
植
畏
地
の
経
済
史

　
研
究
と
し
て
、
宇
治
田
密
造
『
重
商
主
義
植
民
地
体
制
論
』
1
・
∬
（
青
木
書
店
、

　
一
九
六
一
、
一
九
七
ご
年
）
も
、
金
字
塔
で
あ
る
。
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隔
　
タ
バ
コ
生
産
と
タ
バ
コ
貿
易

　
タ
バ
コ
植
民
地
の
経
済
構
造
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
タ
バ
コ
そ
の
も
の
で
あ
る
。

で
ま
ず
、
タ
バ
コ
は
ど
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
、
取
り
引
き
さ
れ
た
の
か
、
史
料
に
も
依
り
つ
つ
概
観
し
て
み
よ
う
。

そ
こ



タバコ植昆地経済の展開（和田）

　
タ
バ
コ
生
産
の
実
際
に
関
し
て
は
、
一
六
六
六
年
出
版
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
植
民
地
の
特
徴
』
が
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ド
に
証
言
し

て
い
る
。

　
　
「
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
タ
バ
コ
の
種
が
、
熟
練
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
小
さ
な
苗
床
に
蒔
か
れ
る
。
そ
し
て
普
通
、
五
月
頃
に
な
る
と
、
そ
の
苗
は
苗

　
床
の
な
か
で
緑
に
色
付
く
の
で
あ
る
。
六
月
に
は
、
苗
は
間
隔
を
お
い
て
掘
り
上
げ
ら
れ
た
小
さ
な
畝
に
移
植
さ
れ
る
。
二
回
な
い
し
三
回
、
草
と
り
が
な

　
さ
れ
、
茎
か
ら
出
て
き
た
余
計
な
葉
も
摘
み
取
ら
れ
る
。
時
期
を
見
計
ら
っ
て
芯
止
め
が
お
こ
な
わ
れ
、
九
月
の
中
旬
頃
、
葉
が
収
穫
さ
れ
る
。
収
穫
さ
れ

　
た
葉
は
タ
バ
コ
小
屋
に
運
ば
れ
、
そ
こ
で
純
度
が
高
め
ら
れ
る
（
乾
燥
の
こ
と
…
訳
註
）
。
適
当
な
日
数
が
経
っ
て
そ
れ
が
完
了
す
る
と
、
葉
は
束
ね
ら
れ
、
樽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
に
詰
め
込
ま
れ
る
。
そ
し
て
取
り
引
き
の
日
ま
で
貯
蔵
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」

　
タ
バ
コ
生
産
の
特
徴
は
、
小
麦
生
産
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
よ
り
一
層
明
瞭
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
タ
バ
コ
生
産
は
、

ω
一
日
の
労
働
時
間
が
比
較
的
短
い
も
の
の
、
②
毎
日
世
話
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
賃
金
労
働
力
の
雇
用
は
経
済
的
で
は
な
い
が
、
小
麦
生
産

は
、
ω
成
育
期
に
世
話
の
必
要
が
な
く
、
②
収
穫
期
に
投
入
で
き
る
労
働
力
に
よ
っ
て
作
付
け
面
積
が
決
ま
る
の
で
、
賃
金
労
働
力
（
臨
時
）
の

導
入
・
家
族
労
働
・
相
互
扶
助
で
十
分
や
っ
て
い
け
た
。
こ
こ
に
、
タ
バ
コ
生
産
で
も
っ
ぱ
ら
不
自
由
労
働
力
の
用
い
ら
れ
た
一
因
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
②

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
生
産
さ
れ
た
タ
バ
コ
は
、
若
干
量
の
植
民
地
内
消
費
分
を
除
い
て
、
残
り
は
す
べ
て
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
輸
出
さ
れ

た
。
「
列
挙
品
目
」
か
つ
換
金
作
物
で
あ
る
か
ら
当
然
と
も
い
え
る
が
、
も
ち
ろ
ん
「
有
益
な
る
怠
慢
し
の
も
と
で
密
貿
易
は
か
な
り
の
活
況

を
呈
し
て
お
り
、
史
料
的
に
追
跡
で
き
る
範
囲
は
自
ず
と
限
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
正
式
の
タ
バ
コ
・
ル
ー
ト
は
、
お
よ
そ
五
と
お
り
の

存
在
が
確
認
で
き
る
が
、
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
湾
へ
向
か
う
航
海
の
平
均
所
要
日
数
は
一
一
・
五
週
間
で
あ
り
、
逆
に
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
湾
か
ら
本
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

へ
向
か
う
航
海
の
平
均
所
要
日
数
は
、
偏
西
風
の
助
け
を
借
り
て
、
六
・
五
週
間
と
短
い
。
そ
し
て
こ
の
タ
バ
コ
貿
易
の
パ
タ
ン
は
、
タ
バ
コ

生
産
と
連
動
す
る
強
い
季
節
性
を
特
徴
と
し
て
い
た
。
タ
バ
コ
取
引
が
開
始
さ
れ
る
一
一
月
に
間
に
合
う
よ
う
に
、
船
団
は
九
月
頃
本
国
を
出

航
し
、
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
湾
に
着
く
と
冬
の
問
に
荷
の
積
み
込
み
を
完
了
さ
せ
、
翌
年
の
春
、
少
な
く
と
も
夏
が
く
る
前
ま
で
に
、
再
び
本
国
へ

49　（737）



　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
季
節
性
と
も
重
な
り
舎
っ
て
い
た
。

向
け
て
出
航
す
る
。
こ
の
リ
ズ
ム
は
、
年
季
奉
公
人
移
送
業
や
、

　
ま
た
、
タ
バ
コ
貿
易
に
お
い
て
は
、
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
湾
で
の
停
泊
期
間
の
短
縮
が
そ
の
ま
ま
コ
ス
ト
減
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
た
め
に
、

様
々
な
方
法
が
試
み
ら
れ
た
が
、
一
八
世
紀
初
め
、
船
団
の
到
着
・
出
発
の
リ
ズ
ム
に
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
、
あ
る
程
度
の
解
決
が
な

さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
五
月
頃
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
湾
に
着
き
、
九
月
頃
出
航
す
る
と
い
う
パ
タ
ン
の
成
立
が
そ
れ
で
、
理
由
と
し
て
は
、
マ
ー
ヶ
テ

・
ン
グ
の
変
化
●
新
航
路
の
開
拓
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
親
玉
バ
あ
ア
乞
三
ン
グ
・
な
か
で
も
プ
ー
フ
ソ
タ
ー
が
タ
バ
蕃
売
却
す
る

際
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
ω
バ
ー
タ
ー
制
、
②
委
託
販
売
制
、
㈲
ス
ト
ア
制
、
の
三
つ
が
あ
り
、
ほ
ぼ
こ
の
順
に
出
現
し
、
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

な
り
合
い
な
が
ら
展
開
を
み
た
が
、
委
託
販
売
制
と
ス
ト
ア
鋤
に
関
し
て
は
わ
が
国
で
も
比
較
的
よ
く
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
特
に
ス
ト
ア

制
に
つ
い
て
は
後
に
若
干
触
れ
る
機
会
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
バ
ー
タ
ー
制
に
関
す
る
記
述
史
料
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
「
商
人
達
は
、
持
っ
て
き
た
絹
・
オ
ラ
ン
ダ
布
・
サ
ー
ジ
・
広
幅
生
地
、
そ
の
他
の
生
活
必
需
品
を
、
プ
ラ
ン
タ
ー
達
を
絹
手
に
タ
バ
コ
と
交
換
す
る
の
で

　
あ
る
が
、
そ
の
交
換
レ
ー
ト
は
公
正
で
法
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
タ
ー
は
タ
バ
コ
作
り
を
し
た
の
で
あ
る
し
、
商
人
達
は
遠
い
こ
の
地
ま
で
わ

　
ざ
わ
ざ
商
品
を
携
え
て
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
双
方
に
有
利
な
よ
う
に
考
慮
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
こ
の
取
引
は
、
双
方
と
も
公
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
で
正
直
な
礼
儀
に
則
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
」

　
以
上
の
よ
う
に
し
て
生
産
・
取
引
さ
れ
た
タ
バ
コ
は
、
ど
の
よ
う
な
経
済
的
特
性
を
有
し
、
歴
史
的
展
開
を
示
し
た
の
か
。
次
節
以
降
で
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
①
〉
冨
。
や
O
・
＼
、
〉
Ω
δ
養
9
寓
o
h
昏
。
勺
『
o
＜
貯
o
o
o
隔
竃
㊤
蔓
冨
薮
（
H
＄
O
y
．
、
　
　
（
し
Q
ρ
置
ヨ
禽
ρ
お
唱
）
、
℃
勺
卜
。
O
①
凸
O
刈
．
モ
デ
ル
・
ケ
ー
ス
は
、
た
と
え
ば
、
Ω
？

　
貯
属
a
ご
ρ
ρ
”
区
‘
≧
ミ
ミ
獄
e
塁
ミ
肉
ミ
骨
さ
遣
智
壽
3
ま
ご
∴
q
。
。
駄

　
（
賭
。
謹
尾
。
昏
㌧
一
㊤
一
9
器
や
お
＄
）
㌧
℃
．
。
。
①
P

②
国
曽
ユ
p
ρ
＜
．
卿
口
。
勲
ヨ
岩
”
搾
℃
、
．
ω
雷
営
①
9
0
暢
㊤
a
d
誉
巷
U
o
く
。
－

　
一
〇
℃
筥
。
簿
二
男
①
哩
σ
q
揮
8
冨
臼
－
O
窪
ε
蔓
ω
o
爆
跨
㌦
．
㌧
馬
愚
S
識
畠
偽
§

　
諏
ミ
ミ
驚
§
ミ
箕
。
§
メ
（
一
〇
♂
）
㌔
℃
℃
幽
。
。
。
。
山
㊤
嚇
ω
餓
く
⑦
お
o
p
ρ
》
．
、
㌧
ミ
ミ
電

　
言
象
ト
ミ
ミ
ミ
、
N
§
童
晒
§
9
§
壽
遷
§
奪
恥
ミ
馬
§
ミ
6
ミ
脚
ミ
蔭
§
曙
、
ミ
ミ

　
目
撃
ω
」
歪
ρ
国
こ
、
、
当
δ
○
℃
o
タ
¢
o
瓢
o
h
雪
匿
σ
q
掃
詳
8
コ
件
7
0
魯
9
蔓
9
回
？

　
。
。
署
①
巴
8
目
。
ぴ
営
8
勺
冨
耳
僧
¢
o
詳
、
．
鼠
正
気
ミ
袋
ミ
N
ミ
無
。
聲
区
×
×
×
H
×

　
（
H
り
謡
ソ
や
一
㊤
メ
な
ど
。

③
ω
仲
0
9
①
噌
H
．
開
‘
§
鴨
奪
霞
画
罫
ミ
N
§
四
§
H
①
誤
I
H
録
O
”
昏
榊
買
越
N
。
着
§
濤

　
ミ
G
ミ
§
§
9
§
ミ
帖
§
魯
9
ミ
O
§
§
§
ミ
黛
（
2
⑦
♂
く
　
く
O
村
昇
”
　
由
り
o
Q
①
）
㌧
℃
℃
。
蹟
1
い
一
’

④
き
ミ
．
b
℃
℃
．
凸
ム
餅
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⑤
　
年
季
公
吏
人
移
送
業
の
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
　
O
a
魯
ω
。
詳
U
■
≦
・
、
§
帖
鷺

　
の
ミ
ミ
ミ
§
肺
門
O
ミ
。
ミ
ミ
謡
噛
ミ
識
ミ
”
諏
謡
象
。
壽
。
ミ
画
。
ミ
ミ
蘭
篭
恥
（
0
9
ヨ
げ
ユ
α
σ
q
①
蟻

　
お
。
。
一
）
、
唱
℃
．
¢
。
ゆ
あ
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、
ω
8
巳
㊦
、
§
■
ミ
9
ヤ

　
℃
ワ
鴇
…
窃
9

⑥
　
さ
ミ
こ
署
’
鷺
ム
α
．
年
季
奉
公
人
移
送
業
の
リ
ズ
ム
も
、
こ
れ
に
応
じ
て
変
化

　
し
て
い
る
。

⑦
　
川
北
、
前
掲
書
、
二
〇
八
－
ニ
ニ
一
頁
、
お
よ
び
、
池
本
、
前
掲
書
、
三
〇
三

　
i
三
一
七
頁
、
な
ど
。
委
託
販
売
制
に
よ
る
本
国
で
の
タ
バ
コ
売
価
構
成
は
、

O
一
Φ
旨
㊦
自
b
即
O
・
切
こ
§
恥
」
託
a
ミ
魯
肉
8
轟
§
ミ
§
蕊
O
o
、
o
ミ
ミ
§
透
－

　
煽
§
ミ
．
恥
岡
翁
W
ミ
駕
9
δ
こ
”
効
曳
§
脚
円
＆
§
も
。
な
O
蓉
§
（
岸
｝
茜
0
2
δ
。
。
O
）
、
や

ω
Q
。
．
経
営
規
模
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
　
℃
二
〇
ρ
目
詰
。
曾
O
冨
旨
。
ロ
ω
、
勺
・
O
■

国
こ
．
へ
》
濁
O
く
O
冒
¢
O
詳
O
h
ω
O
騨
一
〇
一
ロ
○
く
O
話
O
㊤
o
。
　
月
噌
9
0
0
”
切
同
一
鉱
G
ゆ
げ
　
男
一
醜
旨
ω

　
貯
昏
①
9
お
鈴
℃
①
巴
（
o
目
話
ユ
ρ
屋
ヨ
山
立
9
．
．
野
饗
b
区
ピ
く
國
H
（
H
O
Q
σ
刈
）
「
℃
や

　
H
I
嵩
．
を
参
照
。

⑧
と
・
。
o
℃
℃
o
や
。
凶
け
‘
や
ω
①
G
。
■

ニ
　
タ
バ
コ
経
済
の
循
環
変
動

タバコ植民地経済の展開（和国）

　
タ
バ
コ
植
民
地
の
経
済
、
特
に
タ
バ
コ
を
中
心
と
す
る
タ
バ
コ
経
済
の
特
徴
を
分
析
し
、
動
向
を
追
跡
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
基
本
的
に
は

二
方
向
か
ら
の
接
近
が
可
能
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
タ
バ
コ
経
済
の
循
環
変
動
に
注
目
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
長
期
ト
レ
ン
ド

か
ら
タ
バ
ニ
経
済
の
展
開
を
分
析
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
。
本
稿
は
歴
史
的
考
察
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
後
者
を
重
視
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
と
り

あ
え
ず
本
節
で
は
前
者
の
ア
ブ
慨
i
チ
を
採
用
し
、
そ
の
超
歴
史
的
ト
ゥ
ー
ル
の
有
効
性
を
見
定
め
て
み
よ
う
。

　
タ
バ
コ
経
済
の
循
環
変
動
を
重
視
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
タ
バ
コ
価
格
の
変
動
（
厨
帰
線
か
ら
の
残
差
、
図
－
参
照
）
と
そ
れ
に

対
す
る
プ
ラ
ン
タ
ー
の
過
剰
反
応
を
動
因
と
し
て
措
定
し
、
タ
バ
コ
植
民
地
の
社
会
経
済
の
動
き
を
循
環
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
立
場
の
こ

と
で
あ
軸
・
そ
の
循
環
サ
イ
ク
ル
は
至
と
し
て
タ
バ
コ
価
格
の
分
析
を
忠
に
・
幾
人
か
の
研
究
煮
よ
・
薮
種
類
が
指
摘
さ
れ
て
い
物
・

「
タ
バ
コ
価
格
」
に
は
、
採
取
す
る
レ
ベ
ル
で
多
く
の
種
類
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
っ
ぱ
ら
用
い
ら
れ
る
の
は
、
市
場
価
格
を
最
も
敏
感
に
反

映
す
る
と
さ
れ
る
「
霧
価
後
（
ぎ
嘗
8
）
で
あ
如
・
こ
の
タ
バ
コ
霧
簿
の
示
す
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
て
・
タ
バ
藏
鑑
の
社
会

経
済
の
動
き
を
整
理
し
て
み
る
と
、
短
期
好
況
・
短
期
不
況
の
特
微
が
か
な
り
明
瞭
に
指
摘
さ
れ
う
る
。

　
た
と
え
ば
、
タ
バ
コ
価
格
が
回
帰
線
の
上
方
に
位
置
す
る
短
期
好
況
期
に
は
、
タ
バ
コ
生
産
拡
大
・
タ
バ
コ
輸
送
費
減
少
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
拡

51 （739）
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大
・
工
業
製
品
輸
入
量
増
大
・
消
費
量
増
大
・
人
口

増
加
率
上
昇
、
な
ど
の
諸
現
象
が
生
じ
、
タ
バ
コ
価

格
が
回
帰
線
の
下
方
に
位
置
す
る
短
期
不
況
期
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ま
っ
た
く
逆
の
現
象
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
短
期

不
況
に
対
す
る
プ
ラ
ン
タ
ー
の
対
抗
措
置
に
も
、
共

通
す
る
一
定
の
パ
タ
ン
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
様
々
な
対
策
も
、
ω
タ
バ
コ
の
値
上
げ
を
試
み
る
、

②
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ
を
試
み
る
、
㈲
他
の
作
物
を

作
る
、
ω
他
の
産
業
を
育
成
す
る
、
の
四
つ
に
大
別

す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
が
、
不
況
期
に
は
植
民
地

　
政
府
の
対
策
と
し
て
も
プ
ラ
ン
タ
ー
個
人
の
行
動
と

　
し
て
も
強
く
打
ち
出
さ
れ
、
好
況
期
に
は
ト
ー
ン
が

　
弱
め
ら
れ
る
、
も
し
く
は
実
施
が
全
く
放
棄
さ
れ
る

　
　
　
　
⑤

　
の
で
あ
る
。
タ
バ
コ
価
格
の
サ
イ
ク
ル
を
指
標
と
す

　
れ
ば
、
短
期
的
な
社
会
経
済
の
動
き
を
う
ま
く
説
明

で
き
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て
は
、
全
く
問
題
点
無
し
と
は
し
な
い
。
好
況
・
不
況
期
に
お
け
る
諸
現
象
の
内
部
連
関
が
不
明
瞭

な
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
点
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
「
新
し
い
経
済
史
」
家
C
・
ウ
ェ
ス
レ
ル
の
批
判
は
さ
ら
に
徹
底
的
で
あ
る
。
彼
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

タ
バ
コ
価
格
と
タ
バ
コ
生
産
の
相
関
関
係
す
ら
否
定
し
、
慣
習
的
行
動
モ
デ
ル
な
る
も
の
を
提
唱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
般
に
、
モ
デ
ル
の

52　（740）



タバコ植民地経済の展開（和田）

優
劣
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
み
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
決
定
さ
れ
な
い
の
だ
が
、
彼
の
批
判
は
循
環
変
動
か
ら
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
効
性
を

考
察
す
る
際
、
避
け
て
通
れ
な
い
類
の
も
の
な
の
で
、
と
り
あ
え
ず
、
タ
バ
コ
価
格
と
タ
バ
コ
生
産
量
の
相
関
関
係
を
否
定
し
た
点
に
つ
い
て

の
み
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
ウ
ェ
ス
レ
ル
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
タ
バ
コ
価
格
と
タ
バ
コ
生
産
量
の
相
関
係
数
（
相
関
関
係
の
程
度
を
あ
ら
わ
す
指
標
）
は
マ
イ
ナ
ス
○
・
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

で
あ
り
、
最
も
高
い
数
値
で
さ
え
四
年
ラ
グ
の
○
・
二
六
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
タ
バ
コ
の
価
格
弾
力
性
（
価
格
が
一
％
変
化
し
た
と
き
生
産
量
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

何
％
変
化
す
る
か
を
み
る
た
め
の
比
率
）
を
調
べ
て
み
て
も
、
測
定
方
法
如
何
で
は
、
彼
の
主
張
し
た
値
（
○
・
二
）
以
上
に
非
弾
力
的
（
○
・
〇
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
直
接
的
な
か
た
ち
で
の
相
関
は
低
い
と
し
て
も
、
何
ら
か
の
モ
デ
ル
を
想
定
す
れ
ぱ
、
「
関

係
」
を
検
出
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
。
ウ
ェ
ス
レ
ル
自
身
、
も
し
そ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
が
あ
る
と
す
れ
ば
「
ク
モ
の
巣
モ
デ
ル
」
（
価
格
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
供
給
の
反
応
に
タ
イ
ム
ラ
グ
を
想
定
す
る
モ
デ
ル
）
が
考
え
ら
れ
よ
う
と
述
べ
て
お
り
、
発
散
型
ク
モ
の
巣
の
存
在
を
想
定
し
て
い
る
が
、
実
際

に
計
量
分
析
を
お
こ
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
三
本
の
方
程
式
か
ら
な
る
単
純
な
「
ク
モ
の
巣
モ
デ
ル
」
の
同
時
方
程
式
体
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

を
作
り
、
計
量
分
析
を
施
し
て
み
る
と
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
よ
い
安
定
型
ク
モ
の
巣
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
モ
デ
ル
か
ら
見
る

か
ぎ
り
、
タ
バ
コ
生
産
量
の
変
動
は
、
あ
る
程
度
ま
で
タ
バ
コ
価
格
の
変
動
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
う
る
。
つ
ま
り
、
タ
バ
コ
価
格
と
タ
バ
コ
生

産
の
相
関
を
否
定
し
た
ウ
ェ
ス
レ
ル
の
主
張
は
同
じ
土
俵
の
上
で
反
証
可
能
で
あ
り
、
ま
た
逆
に
、
両
者
の
完
全
な
相
関
を
想
定
す
る
考
え
方

も
正
鵠
を
射
て
ば
い
な
い
。
循
環
変
動
か
ら
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
短
期
分
析
に
の
み
限
定
使
用
す
る
な
ら
ば
ト
ゥ
ー
ル
と
し
て
有
効
に
機
能

し
う
る
可
能
性
を
も
つ
が
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
現
象
を
説
明
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
、
独
立
革
命
へ
の
経
済
的
前
提
は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
短
期
分
析
で
あ
る

か
ら
、
独
立
革
命
勃
発
直
前
の
時
期
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
独
立
革
命
の
引
き
が
ね
と
も
い
え
る
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
課
税

対
策
へ
の
反
対
運
動
、
こ
れ
が
活
発
化
し
た
期
間
、
す
な
わ
ち
一
七
六
〇
年
代
後
半
か
ら
一
七
七
〇
年
頃
に
注
目
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

こ
の
期
間
を
短
期
不
況
期
と
み
な
し
、
こ
の
短
期
不
況
が
反
対
運
動
活
発
化
の
原
因
と
な
っ
た
と
す
る
有
力
な
見
方
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

53　（741）



短
期
不
況
を
「
独
立
革
命
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
経
済
的
要
因
」
と
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
短
期
不
況
の
存
在
自
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
実
証
さ
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
が
、
こ
れ
に
反
対
を
唱
え
る
研
究
者
も
お
り
、
実
際
、
タ
バ
コ
価
格
は
こ
の
時
期
、
著
し
い
上
昇
を
と
げ
て

い
る
。
ゆ
え
に
、
タ
バ
コ
価
格
を
指
標
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
限
り
、
こ
の
時
期
を
不
況
期
と
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
七
、

そ
の
他
の
指
標
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
を
好
況
期
と
断
定
で
き
な
い
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
か
か
る
矛
盾
は
、
タ
バ
コ
経
済
の
循
環

変
動
の
み
に
着
目
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
適
用
の
限
界
を
、
は
か
ら
ず
も
露
呈
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
そ
も
そ
も
、
タ
バ
コ
に
関
す

る
フ
ァ
ク
タ
ー
と
他
の
フ
ァ
ク
タ
…
と
の
つ
な
が
り
が
い
ま
ひ
と
つ
は
っ
き
り
と
し
な
い
う
え
に
、
経
済
の
長
期
的
動
向
や
構
造
変
化
を
考
慮

し
て
い
な
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
み
で
は
説
明
し
切
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
短
期

不
況
の
存
在
を
認
め
、
独
立
革
命
へ
の
直
接
の
誘
因
と
考
え
る
に
し
て
も
、
本
稿
で
考
察
し
よ
う
と
し
て
い
る
経
済
的
前
提
要
因
は
、
も
っ
と

大
き
な
歴
史
の
流
れ
の
な
か
で
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
節
以
降
で
は
、
そ
の
大
き
な
流
れ
を
追
跡
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
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デ
ル
を
用
い
て
分
析
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
タ
バ
コ
生
産
量
に
関
し
て
は
、

　
タ
バ
コ
植
民
地
に
お
け
る
直
接
の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
に
く
い
の
で
、
通
常
、
イ
ギ

　
リ
ス
本
国
の
タ
バ
コ
輸
入
量
を
も
っ
て
代
用
す
る
　
（
図
2
参
照
）
。
タ
バ
コ
は
列

挙
贔
目
で
あ
り
、
密
貿
易
と
植
民
地
色
消
国
分
を
除
け
ば
、
す
べ
て
本
国
に
輸
出

　
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
推
計
の
正
当
性
が
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
そ
の
際
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
と
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
の
タ
バ
コ
を
分
離
す
る
こ
と

　
は
、
若
干
の
例
外
の
年
を
除
い
て
、
不
可
能
で
あ
り
、
一
望
し
て
取
り
扱
わ
ざ
る

　
を
え
な
い
。

⑦
H
ぼ
山
こ
℃
や
も
。
9
1
卜
。
O
ω
．

⑧
H
驚
ユ
‘
℃
．
b
。
O
心
。

⑨
タ
バ
コ
価
格
は
、
窓
曾
鈴
9
、
．
8
び
Φ
8
0
σ
p
o
8
冒
曾
ω
霞
ざ
、
、
や
δ
ρ
か
ら
、

　
タ
バ
コ
生
産
量
は
、
α
¶
ω
」
W
母
＄
＝
o
剛
夢
Φ
O
o
房
器
㌔
ミ
絵
ミ
鳶
ミ
9
ミ
執
婁
覇
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ω
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駐
・
か
ら
と
り
、
一
七
〇
八
一
一
二
年
遅
か
け
て
、
対
数
変
換

　
し
た
の
ち
ト
レ
ン
ド
を
除
去
し
、
回
帰
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
数

　
値
は
五
％
で
も
有
意
で
は
な
く
、
自
由
度
修
正
済
み
決
定
係
数
も
低
い
。
（
沁
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⑦
邑
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℃
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⑨
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〇
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七
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対
象
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ト
レ
ン
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を
除
去
し
た
の
ち
、
間
接
最
小
二
乗
法
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適
用
し

　
た
。
岡
時
方
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式
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れ
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形
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。
た
だ
し
、

　
◎
切
㍗
七
期
の
タ
バ
コ
生
産
量
（
目
℃
0
8
冒
ω
・
）
、
◎
評
”
t
期
の
タ
バ
コ
需
要
量
、

　
加
”
t
期
の
タ
バ
コ
価
格
（
恥
、
カ
レ
ン
シ
ー
）
、
償
”
確
率
誤
差
項
。

　
　
O
♂
1
1
8
＋
3
加
よ
＋
S
（
供
給
関
数
）

　一　　
£
β
馳
届
。
＋
陣
門
＋
S
“
　
（
需
要
関
数
）

　
　
ρ
．
h
－
1
0
評
　
　
　
　
　
（
需
給
均
衡
式
）

三
　
タ
バ
瓢
経
済
の
長
期
ト
レ
ン
ド

　
　
翁
目
O
■
G
。
濠
十
9
①
b
。
心
加
山

　
　
　
（
b
∂
b
O
綬
）
（
野
O
δ
糞
）

　
　
需
悼
“
ρ
蒔
b
δ
刈
　
　
　
　
　
U
■
≦
■
三
一
b
ω
卜
。
砦
韓

　
　
加
n
一
．
O
呂
I
O
b
8
加
∴

　
　
（
ρ
Φ
Q
O
幽
糞
）
（
一
偽
b
。
。
ω
覚
．
）

　
　
寵
1
1
0
・
念
醐
　
　
　
h
統
計
量
1
1
H
噛
。
。
り
。
。
幹
”
胃

　
　
（
）
内
は
t
値
。
、
冥
”
一
％
…
愚
”
五
％
で
有
意
。
誘
導
形
パ
ラ
メ
ー
タ
か
ら

求
め
ら
れ
た
構
造
パ
ラ
メ
ー
タ
は
、
8
1
－
o
■
ω
津
　
8
目
9
雷
か
　
孕
旧
さ
o
ρ

　
勲
1
1
t
9
り
ω
◎
。

⑫
た
と
え
ば
、
国
σ
Q
爵
r
o
℃
曾
。
搾
㌧
℃
℃
．
自
O
－
誌
9
客
。
○
琶
8
5
い
い
卿
諸
？

　
冨
乙
、
菊
噛
”
こ
§
馬
騨
ミ
δ
り
遷
ミ
切
曳
ミ
簿
邑
遵
ミ
画
ミ
、
一
①
ミ
ー
ミ
。
。
り
（
O
匿
℃
2

　
頃
鐙
㌧
一
〇
Q
。
ψ
）
、
℃
．
Q
。
語
■
な
ど
。
ま
た
、
℃
覧
o
ρ
O
§
時
ミ
ミ
ミ
○
蓄
亀
画
卦
℃
℃
．

　
H
G
。
？
お
b
。
は
、
一
七
七
二
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の
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い
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こ
と
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指

　
摘
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い
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ミ
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騎
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」
§
遣
、
ミ
ミ
（
し
⇔
ρ
届
け
一
ヨ
O
「
O
b
　
一
㊤
刈
Q
Q
）
、
℃
，
。
。
b
。
．

　
前
節
で
は
、
循
環
変
動
に
着
電
し
て
タ
バ
コ
植
民
地
経
済
の
分
析
を
お
こ
な
っ
た
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
経
済
の
全
貌
を
把
握
し
切
れ
な
い
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
分
析
が
短
期
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
長
期
的
な
動
向
が
捨
象
さ
れ
、
表
層
的
な
理
解
に
留
ま

ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
長
期
的
な
動
向
一
歴
史
的
な
動
き
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
分
析
に
は
、
タ
バ
コ
経

済
の
長
期
ト
レ
ン
ド
が
重
要
な
視
角
を
握
供
す
る
。
す
な
わ
ち
、
植
民
地
時
代
を
と
お
し
て
の
タ
バ
コ
経
済
の
成
長
（
お
よ
び
停
滞
）
で
あ
る
。
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図2　タバコの生産と価格
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持
た
せ
て
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
さ
て
、
以
下
、
こ
の
三
期
そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
を
通
じ
て
、

ミ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
こ
う
。

　
ま
ず
、
長
期
ト
レ
ン
ド
の
第
一
期
目
に
あ
た
る
一
六
＝
バ
ー
八
五
年
は
、
タ
バ
コ
生
産
が
爆
発
的
に
拡
大
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。

長
期
ト
レ
ン
ド
は
、
何
期
か
に
分
け
て
捉
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
際
、
タ
バ
コ
価
格

よ
り
も
む
し
ろ
、
タ
バ
コ
生
産
量
が
有
効
な
指
標

と
な
る
。
タ
バ
コ
生
産
の
動
向
は
図
2
に
示
さ
れ

て
お
り
、
明
ら
か
に
三
期
の
ト
レ
ン
ド
を
設
定
で

き
る
。
＝
ハ
一
六
一
八
五
年
の
成
長
期
、
一
六
八

六
－
一
七
一
五
年
の
停
滞
期
…
、
　
一
七
一
六
一
七
五

　
　
　
　
　
　
　
①

年
の
成
長
期
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
メ
リ
ー

ラ
ン
ド
の
植
民
が
開
始
さ
れ
る
の
は
一
六
三
四
年

か
ら
な
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
ヴ
ァ
ジ

ニ
ア
の
み
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
長
期

ト
レ
ン
ド
は
「
新
し
い
社
会
史
」
家
た
ち
の
あ
い

だ
で
は
既
に
共
通
認
識
の
域
に
達
し
て
い
る
も
の

②の
、
必
ず
し
も
一
年
キ
ザ
ミ
の
厳
密
な
も
の
で
は

な
く
、
1
＝
ハ
八
○
年
代
、
一
六
八
○
年
代
－
一

七
二
〇
年
頃
、
一
七
二
〇
年
代
…
と
、
や
や
幅
を

　
一
五
〇
年
間
に
わ
た
る
タ
バ
コ
経
済
の
ダ
イ
ナ

し
か
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図3　労働カー人当りのタバコ生産量
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し
こ
の
時
期
に
、
わ
れ
わ
れ
は
一
見
相
矛
盾
す
る
事
実
を
厚
い
出
す
。
つ
ま
り
、
タ
バ
コ
価
格
が
長
期
低
落
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
タ
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

コ
価
格
低
落
下
の
生
産
拡
大
、
し
か
も
労
働
力
一
人
当
た
り
の
収
入
は
安
定
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
如
何
に
し
て
整
合
的
に
説
明
さ
れ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

　
幾
つ
か
の
説
明
原
理
が
考
え
ら
れ
る
。
プ
ラ
ン
タ
ー
の
期
待
す
る
利
益
水
準
が
低
か
っ
た
こ
と
、
リ
ス
ク
低
下
に
よ
る
安
い
ク
レ
ジ
ヅ
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

普
及
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
品
価
格
お
よ
び
植
民
地
産
農
産
物
価
格
の
低
下
、
関
税
率
の
低
下
、
等
々
。
し
か
し
、
最
も
説
得
力
を
持
つ
説

明
は
、
労
働
力
一
人
当
た
り
生
産
性
の
大
幅
上
昇
と
、
輸
送
・
運
搬
コ
ス
ト
の
低
下
で
あ
る
。
図
3
に
あ
る
よ
う
に
、
平
均
生
産
性
の
上
昇
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

著
し
く
、
利
潤
極
大
時
に
お
け
る
限
界
生
産
性
も
上
昇
ト
レ
ン
ド
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
技
術
改
良
に
よ
っ
て
労
働
力
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

当
た
り
の
取
り
扱
う
タ
バ
コ
・
プ
ラ
ン
ト
数
が
増
大
し
た
た
め
に
生
じ
た
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
時
と
平
和
時
で
若
干
の
変
動
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

あ
る
も
の
の
、
輸
送
コ
ス
ト
の
デ
ー
タ
は
明
確
な
下
降
ト
レ
ン
ド
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
大
聖
の
導
入
と
そ
の
タ
バ
コ
容
量
の
増
大
が
主
な

原
因
と
さ
れ
て
お
り
、
商
業
組
織
の
発
達
・
特
製
な
ど
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
タ
バ
コ
流
通
の
状
況
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
有
利
に
展
開
し
て
い
っ

　
　
　
　
⑧

た
の
で
あ
る
。

　
生
産
・
流
通
に
お
け
る
諸
条
件
の
改
善
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
。
そ
れ
は
、
必
然
的
に
ひ
と
つ
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
、
タ
バ
コ
価

格
の
低
下
で
あ
る
。
そ
し
て
タ
バ
コ
価
格
の
低
下
は
、
タ
バ
コ
需
要
を
惹
起
し
、
市
場
を
一
層
拡
大
す
る
。
市
場
の
拡
大
は
さ
ら
な
る
タ
バ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

生
産
拡
大
を
引
き
起
こ
す
…
…
。
こ
の
連
鎖
反
応
こ
そ
が
、
タ
バ
コ
植
民
地
に
お
け
る
タ
バ
コ
経
済
成
長
の
か
ら
く
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
成
長
は
、
一
六
八
○
年
代
に
至
る
と
停
止
し
、
以
後
一
七
一
五
年
頃
ま
で
停
滞
の
時
期
を
迎
え
る
。
何
故
、
か
か
る

状
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
同
時
代
人
や
従
来
の
歴
史
家
の
解
釈
に
従
う
な
ら
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
商
人
の
排
除
と
重
い
関
税
、
つ
ま
り
本
国
の
重
商
主
義
政
策
に
、
そ
の
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

因
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
オ
ラ
ン
ダ
商
人
の
排
除
は
一
六
五
〇
年
代
末
の
短
期
不
況
の
原
因
と
は
な
り
え
て
も
、
こ
れ
の
み

で
一
六
八
○
年
代
以
降
の
長
期
停
滞
を
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
本
国
の
タ
バ
コ
市
場
が
当
時
、
飽
和
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
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タバコ植民地経済の展開（和閏）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ぼ
、
本
国
内
消
費
タ
バ
コ
の
関
税
引
き
上
げ
政
策
が
プ
ラ
ン
タ
ー
を
圧
迫
し
た
と
も
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
自
然
な
思
惟
方
法
を
と
る
な
ら
ば
、

一
六
八
○
年
代
ま
で
の
成
長
要
因
た
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
一
六
八
○
年
代
以
降
は
実
現
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
点
、
そ
し
て
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
す

ら
生
じ
た
と
い
う
点
に
こ
そ
、
経
済
停
滞
の
理
由
は
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
じ
じ
つ
、
輸
送
費
や
本
国
か
ら
の
輸
入
品
価
格
な
ど
の
低

　
　
　
　
　
　
　
⑫

下
は
緩
や
か
に
な
り
、
生
産
性
の
伸
び
は
頭
打
ち
と
な
っ
た
（
図
3
参
照
）
。
そ
の
う
え
さ
ら
に
、
地
価
の
上
昇
と
労
働
力
価
格
の
上
昇
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

て
、
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
も
は
や
タ
バ
コ
価
格
の
大
幅
低
下
は
な
ら
ず
、
供
給
サ
イ
ド
は
手
詰

ま
り
の
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
か
く
し
て
、
タ
バ
コ
経
済
の
主
導
権
は
需
要
サ
イ
ド
に
移
行
し
た
が
、
こ
の
時
期
の
タ
バ
コ
需
要
の
拡
大

は
戦
争
に
よ
る
市
場
閉
鎖
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
景
気
低
迷
な
ど
で
実
現
せ
ず
、
タ
バ
コ
植
民
地
に
お
い
て
長
期
の
経
済
停
滞
が
現
出
し
た
の

　
　
⑭

で
あ
る
。

　
こ
う
見
て
く
る
と
、
一
七
一
五
年
以
降
の
経
済
回
復
、
そ
し
て
独
立
革
命
に
至
る
ま
で
の
持
続
的
成
長
は
、
需
要
の
拡
大
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
た
と
推
測
が
つ
く
の
だ
が
、
従
来
の
解
釈
は
こ
れ
と
異
な
り
、
奴
隷
の
導
入
に
よ
っ
て
回
復
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
す
る
「
労
働
力
供
給
説
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

土
地
の
疲
弊
を
奥
地
へ
の
展
開
に
よ
っ
て
克
服
し
た
と
す
る
．
「
土
地
収
奪
説
」
な
ど
が
主
張
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
奴
隷
警
急
開
始
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

（一

Z
九
〇
年
代
）
と
経
済
回
復
時
期
と
の
ず
れ
や
、
単
純
な
地
味
枯
渇
論
の
誤
り
な
ど
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
旧
説
は
も
は
や
支
持
さ
れ
え
な
い
。

需
要
の
拡
大
こ
そ
が
、
タ
バ
コ
経
済
を
長
期
停
滞
か
ら
救
い
上
げ
、
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
を
付
与
し
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
そ
の
タ
バ
コ
需
要
は
ど
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
。
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
お
け
る
タ
バ
コ
消
費
の
拡
大
は
決
し
て
十
分
と
は
い
え
ず
、

こ
れ
の
み
に
解
答
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
タ
バ
コ
再
輸
出
の
状
況
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
こ
の
時
期
に
著
し

　
　
　
　
　
　
　
⑰

い
増
大
が
認
め
ら
れ
、
爆
発
的
に
拡
大
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
再
輸
出
市
場
こ
そ
が
タ
バ
コ
需
要
の
牽
引
車
と
な
っ
た
こ
と
が
、
わ
か
る
の
で

あ
る
。
だ
が
、
大
陸
再
輸
出
市
場
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
従
来
の
オ
ラ
ン
ダ
市
場
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
（
タ
バ
コ
加
撚
セ
ン
タ
ヨ
）
か
ら
戸
ッ
テ

ル
ダ
ム
（
輸
出
入
セ
ン
タ
ー
）
へ
重
心
を
移
行
さ
せ
る
と
岡
時
に
シ
ェ
ア
の
低
下
を
生
じ
さ
せ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
市
場
も
、
絶
対
量
か
ら
み
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

依
然
と
し
て
小
口
の
需
要
で
し
が
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
広
大
な
フ
ラ
ン
ス
市
場
の
果
た
し
た
役
割
は
、
ま
さ
に
決
定
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⑲

的
で
あ
っ
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
は
、
専
売
の
利
潤
を
確
保
す
る
た
め
に
タ
バ
コ
独
占
体
制
が
築
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
タ
バ
コ
の
輸
入
・
販
売
は
国
家
の

意
向
を
受
け
た
独
占
体
が
一
手
に
掌
握
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
独
占
体
が
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
・
ヴ
ァ
ジ
ニ
ァ
産
ダ
ル
ブ
ラ
ウ
ン
ナ
ロ
ノ
コ
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

タ
バ
コ
の
大
量
導
入
を
開
始
す
る
の
で
あ
る
。
ダ
ル
ブ
ラ
ウ
ン
オ
臣
ノ
コ
種
は
、
安
価
で
用
途
が
広
く
、
流
行
の
嗅
ぎ
タ
バ
コ
に
も
使
用
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
あ
り
、
し
か
も
既
に
フ
ラ
ン
ス
の
一
般
消
費
者
に
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
い
た
。
こ
の
タ
バ
コ
の
大
幅
な
需
要
拡
大
を
受
け
て
、
チ
ェ
サ
ピ

ー
ク
の
タ
バ
コ
経
済
は
力
強
い
再
成
長
を
な
し
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
影
響
は
こ
れ
の
み
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
独
占
体
が
、
タ
バ
コ
の

安
定
供
給
を
実
現
し
よ
う
と
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
を
中
心
と
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
商
人
と
結
び
つ
い
た
た
め
に
、
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
に
お
い
て
、
い

わ
ゆ
る
「
ス
ト
ア
欄
」
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
商
人
は
各
地
に
「
ス
ト
ア
」
を
設
置
し
、
プ
ラ
ン
タ
ー

に
対
し
て
タ
バ
コ
の
購
入
・
消
費
物
資
の
売
却
を
お
こ
な
っ
た
が
、
こ
れ
が
ス
ト
ア
制
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
人
件
費
や
輸
送
費
が
安
く
、
ま

た
特
に
小
規
模
プ
ラ
ン
タ
ー
を
そ
の
主
な
取
引
対
象
と
し
て
い
た
と
い
う
点
で
、
タ
バ
コ
植
民
地
の
社
会
構
造
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

新
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
方
式
と
し
て
発
展
を
み
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
以
上
、
三
期
に
分
け
て
、
タ
バ
コ
経
済
の
長
期
ト
レ
ン
ド
の
背
後
に
潜
む
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
察
し
て
き
た
が
、
こ
れ
は
、
独
立
革
命
へ
の
経

済
的
前
提
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
タ
バ
コ
経
済
が
供
給
サ
イ
ド
と
し
て
の
好
条
件
を
次
第
に
喪
失
し
、
一
七
二
〇
年
代
以
降
、
需
要
依
存
型
へ
転
換
し
た
と
い
う
点
が
、
ポ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ン
ト
で
あ
る
。
も
と
も
と
タ
バ
コ
は
、
砂
糖
と
異
な
り
、
本
国
に
よ
る
保
護
市
場
を
必
要
と
し
な
い
国
際
商
品
で
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
さ
ら
に
、

タ
バ
コ
植
民
地
側
の
事
情
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
市
場
の
需
要
へ
強
く
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
現
出
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ

か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
結
論
は
ひ
と
つ
、
す
な
わ
ち
、
直
接
取
引
の
禁
止
を
う
た
う
航
海
法
体
欄
が
、
タ
バ
コ
植
民
地
に
と
っ
て
よ
り
一
層
姪
桔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
航
海
法
の
功
罪
に
つ
い
て
は
、
「
新
し
い
経
済
史
」
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
と
タ
バ
コ
植
民
地
に
関
す
る
限
り
、
航
海
法
が
強
力
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
し
て
作
用
し
た
こ
と
は
、
以
上
の
分
析
か
ら
も
明
白
で
あ
ろ
う
。
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つ
ま
り
、
本
国
の
経
済
政
策
へ
対
す
る
反
発
の
素
地
が
、
独
立
革
命
へ
の
経
済
的
前
提
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
こ
に
浮
か
び
上
が
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
「
独
立
革
命
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
要
因
」
の
み
で
は
、
未
だ
不
十
分
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
タ
バ
コ
植
民
地
経

済
の
構
造
変
化
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
積
極
的
」
な
前
提
要
因
を
探
究
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

タバコ植民地経済の展開（和田）

①
各
期
の
ト
レ
ン
ド
は
、
次
の
と
お
り
。
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デ
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．
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参
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新
し
い
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済
史
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に
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判
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目
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一
け
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．
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⑳
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北
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⑳
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あ
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O
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玲
琴
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霞
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ω
罐
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他
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o
び
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囚
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碧
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ミ
ミ
計
ミ
甲
h
8
9
§
こ
慧
ミ
無
。
蕊
§
馬
勺
ミ
落
ミ
ご
馬

　
（
C
む
O
一
ヨ
O
ロ
甘
H
㊤
『
①
》
℃
．
謡
．
な
ど
。

⑳
　
た
だ
し
、
再
輸
嵐
タ
バ
コ
に
は
戻
し
税
制
度
が
あ
り
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
受
け
た

　
実
際
の
損
失
に
関
し
て
は
問
題
点
無
し
と
し
な
い
が
、
負
債
の
増
大
を
考
慮
す
る

　
な
ら
ば
、
利
潤
の
か
な
り
の
部
分
が
本
国
商
人
の
掌
中
に
帰
し
た
こ
と
は
確
実
で

　
あ
ろ
う
。
タ
バ
コ
生
産
地
域
の
方
が
、
小
麦
生
産
地
域
（
第
四
節
参
照
）
よ
り
も

　
革
命
的
で
あ
っ
た
と
す
る
プ
ラ
イ
ス
の
主
張
も
、
か
か
る
状
況
を
反
映
し
て
い
る

　
も
の
と
い
え
よ
う
（
勺
ユ
o
ρ
○
愚
衛
ミ
ミ
ミ
G
§
叙
鱈
斜
℃
．
一
ω
メ
）
。
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四
　
タ
バ
コ
植
民
地
経
済
の
変
容

　
前
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
需
要
拡
大
に
よ
っ
て
タ
バ
コ
経
済
は
持
続
的
成
長
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
が
、
タ
バ
コ
植
民
地
経
済
全
体
か
ら

す
る
な
ら
ば
、
一
七
四
〇
年
代
以
降
、
経
済
構
造
そ
の
も
の
に
大
き
な
変
動
が
生
じ
、
新
た
な
状
況
が
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

経
済
構
造
の
多
様
化
と
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
ベ
ル
で
の
自
給
化
の
進
展
で
あ
る
。
特
に
前
者
は
極
め
て
重
要
な
経
済
的
意
義
を
有
し
て

お
り
、
独
立
革
命
の
「
積
極
的
」
要
因
を
考
察
す
る
際
、
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
経
済
営
造
の
多
様
化
を
中
心
に
据
え
、
タ
バ
コ
植

民
地
経
済
の
変
容
を
論
じ
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
こ
こ
で
経
済
の
多
様
化
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
ふ
た
つ
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
従
来
の
農
業
を
中
心
と
し
た
一
次
産
業
偏
重

か
ら
脱
し
、
二
次
・
三
次
産
業
の
比
重
が
増
大
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
あ
る
研
究
者
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
量
産
目
録
か
ら
「
多
様
化
指
数
」



タバコ植昆地経済の展開（和韻）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

（囲

j
陣
く
⑦
同
。
陰
面
ゆ
O
曾
睦
陣
O
ゆ
　
剛
づ
“
0
区
）
な
る
指
標
を
作
成
し
て
、
こ
れ
を
計
量
し
、
実
証
し
て
い
る
。
ま
た
、
タ
バ
コ
植
民
地
の
輸
出
デ
ー
タ
か
ら
、
特

質
係
数
（
磁
化
の
程
度
を
あ
ら
わ
す
た
め
の
指
標
）
を
算
出
し
て
み
て
も
、
一
様
な
こ
と
が
い
え
る
。
蓑
1
に
あ
る
よ
う
に
、
植
民
地
時
代
末
期
に

は
、
た
と
え
ば
製
鉄
業
な
ど
は
非
常
に
ウ
ェ
イ
ト
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
工
業
の
広
汎
な
展
開
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

タ
バ
コ
植
民
地
は
、
基
本
的
に
は
農
業
社
会
で
あ
り
続
け
た
の
で
あ
る
か
ら
、
一
次
産
業
、
特
に
農
業
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
こ
で
、
経
済
多
様
化
の
ふ
た
つ
め
と
し
て
は
、
農
業
そ
の
も
の
の
な
か
で
多
様
化
が
進
展
し
た
、
と
い
う
点
を
指
摘
で
き
る
。
つ

ま
り
、
農
業
生
産
に
お
い
て
、
タ
バ
コ
中
心
の
経
済
構
造
か
ら
穀
物
を
も
大
幅
に
含
む
多
角
型
経
済
構
造
へ
の
変
容
で
あ
り
、
タ
バ
コ
・
モ
ノ

カ
ル
チ
ャ
ー
か
ら
の
脱
却
で
あ
る
。
多
角
型
経
済
構
造
は
、
従
来
、
短
期
循
環
変
動
に
お
け
る
不
況
期
に
も
一
時
的
に
現
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た

殉
一
七
四
〇
年
代
以
降
は
・
そ
れ
が
長
期
的
．
恒
久
的
な
か
た
ち
で
定
着
し
た
の
で
あ
る
・

　
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
多
様
化
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
の
は
、
確
か
に
一
七
四
〇
年
代
か
ら
だ
と
し
て
も
、
す
で
に
一
七
三
〇
年
代
、
そ
の

胎
動
を
感
じ
さ
せ
る
デ
ー
タ
が
、
少
く
と
も
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
植
民
地
に
関
し
て
は
存
在
し
て
い
る
。
『
東
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
財
務
官
ジ
ェ
ー
ム
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

・
ホ
リ
デ
ー
の
会
計
簿
』
と
呼
ば
れ
る
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
史
料
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、
従
来
、
研
究
者
の
大
き
な
関
心
を
引
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
使
い
方
次
第
で
様
々
な
情
報
を
引
き
鵬
す
こ
と
が
で
き
る
。
会
計

表1　メリーーラソド・ヴァジニアの

　　　特化係数（1768－72年）

饅
詔
加
m
器

タ　ノミ　コ

鉄

穀物・穀物加工品

木材・木材加工品

そ　の　他

（註）分析の対象となった品昌は，上

　　　記のもののほかに，魚，鯨加工

　　　品，鹿皮，家畜・牛肉・豚肉，

　　　炭酸カリ，ラム酒，亜麻仁，米

　　　インディゴ，船用需品，砂糖，

　　糠密で，これらの特化係数は，

　　　いずれもゼロ。

（出典）McCusker＆Menard，　op．
　　　　cit．　pp．　108，　115，　130，　160，

　　　　174，　199　よ　り計算f乍成。

簿
（
ρ
O
O
O
¢
口
陣
ω
）
と
は
い
う
も
の
の
、
な
か
ば
私
的
な
関
税
台
帳
で
あ
り
、
元
帳
（
．
、
δ
σ
q
霞

h
。
ぎ
、
．
）
に
転
記
す
る
前
の
「
仕
訳
帳
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
各

港
で
取
引
さ
れ
た
物
資
は
、
海
事
統
計
官
（
2
ρ
く
P
｝
　
○
由
O
Φ
吋
）
に
よ
っ
て
関
税
が
か
け
ら

れ
、
彼
ら
の
給
与
分
を
差
し
引
か
れ
た
後
、
財
務
官
（
一
門
H
O
ρ
ω
蛋
同
①
同
）
た
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

ホ
リ
デ
ー
に
報
告
さ
れ
る
が
、
彼
は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
自
ら
の
給
与
分
（
ほ
ぼ
一
律
五
％
）

を
除
玄
し
、
残
金
に
丁
合
番
号
を
ふ
っ
て
仕
訳
帳
を
作
成
し
、
元
帳
へ
の
転
記
に
備
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
仕
訳
帳
の
史
料
に
よ
っ
て
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
各
港
を
と
お
し
て
輸
出
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表2　輸出入関税から東メリーランド財務官ジェームズ

　　　ホリデーの得た収入（関税収入の5％）

アイルランド
人サーヴァソ
ト・黒入
（カレンシー）c

£　s　d

　915　6
　5　3　O％

　7　11　5％

10　9　8Jfl

　219　9
17　7　7％

　3　8　8

　6　10　3K

］6　8　8」〈（

　7　6　3」・5

　4　19　OS

14　16　7」・i

11　9　4

　0　16　10

］51　19　8％

　O　3　4％

　2　5　3％

蒸留酒
（カレンシー）

d
　
　
　
％
　
　
％
％
　
　
％

　
0
5
5
6
1
1
6
2

　
　
　
　
　
エ
　
　
ユ

謡
…
中
脳
難
鷲
］14　1　3K

1315曜
10　3　8K

11　6　4％

　7　2　4

　3　17　6

　
　
％
％

3
　
9
1
1

7
　
1
0
7

7
　
　
　
4
　
　
7

一

豚肉・タール

（カレンシー）

£　s　d
　O　19　8」，（b

　Oll　3　b

　O　310　b

　O　10　10K

　1　2　8

　0　7　1

　0　18　7％

　O　11　10％

／1　14　O％

　O　7　7％

　183渥
　O　17　9

　1　14　7

　0　1　8％

］　1　12　103，t

　e　lo　lo％

　O　3　6％

タ　バ　　コ

（スターリング）

£　s　d
　2　6　3％

　2　17　2％

　2　8　O％

　2　4　8S

　1　14　2％

　1　13　4％

　2　6　11S

　1　16　3％

］4　6　61a

　3　O　7％

　2　3　8

　2　10　11

（2　3　3）a

27

Q8

Q9

R0

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R8

R9

S0

S1

S2

S3

S4

S5

17

P7

P7

P7

P7

P7

P7

P7

P7

P7

P7

P7

P7

P7

P7

P7

P7

P7

P7

a＝一三当り3d．の関税から2．5％の収入に基づくデーータ

b：豚肉のみ
。：スターリング建てのものはカレンシー建てに換算（1727－34）

（出典）　註④参照。

入
さ
れ
た
物
資
の
一
団
、
取
引
日
、
取
引
港
、

関
税
率
、
関
税
金
額
、
ホ
リ
デ
ー
の
給
与
収

入
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
植
民
地
政
府
の
関
税
収

入
な
ど
の
デ
ー
タ
が
、
長
期
に
わ
た
っ
て
得

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
古
い
手
書
き
の
史
料
ゆ
え
、

読
み
取
り
に
く
い
箇
所
も
少
な
く
な
い
の
だ

が
、
こ
れ
ら
は
推
計
で
補
う
と
し
て
、
た
と

え
ば
ホ
リ
デ
ー
の
給
与
収
入
を
抜
き
だ
し
て

ま
と
め
て
み
る
と
、
表
2
の
よ
う
に
な
る
。

記
載
さ
れ
て
い
る
物
資
が
四
種
類
の
み
な
の

で
、
全
貌
は
掴
み
切
れ
な
い
も
の
の
、
東
メ

リ
ー
ラ
ン
ド
の
大
プ
ラ
ン
タ
ー
た
る
ホ
リ
デ

ー
が
、
関
税
か
ら
か
な
り
の
収
入
を
得
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
貿
易
活
動
の
活
発
化
を
反
映
し
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
よ
う
。
ま
た
、
取
引
日
の
デ
ー
タ
を
集
計
し
て
み
る
と
、

表
3
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
表
か
ら
、
取
引
の
登
録
・
決
済
に
一
定
の
リ
ズ
ム
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
つ
ま
り
、
四
季
支
払
日

（
ク
リ
ス
マ
ス
は
除
く
）
へ
の
集
中
が
観
察
さ
れ
、
取
引
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
化
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
史
料
で

最
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
関
税
率
と
関
税
金
額
の
デ
ー
タ
が
同
時
に
得
ら
れ
る
た
め
に
、
段
別
に
輸
出
入
高
が
算
出
で
き
る

と
い
う
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
港
」
（
．
、
唱
。
溝
．
、
）
と
い
っ
て
も
、
当
時
は
単
な
る
法
的
概
念
に
す
ぎ
ず
、
実
体
と
し
て
は
「
関
税
地
域
」
を
想

64　（752）



タバコ植民地経済の展開（和N）

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
実
際
の
輸
出
入
高
の
算
出
過
程
に
お
い
て
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
建
て
と
植
罠
地
通
貨
（
カ
レ
ン
シ
ー
）
建
て
の

　
⑦
調
整
、
海
事
統
計
官
の
給
与
分
の
仮
定
な
ど
を
お
こ
な
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
誤
差
の
発
生
す
る
可
能
性
は
大
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
表
4
の
よ

う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
表
か
ら
、
本
節
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
経
済
構
造
多
様
化
の
胎
動
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、

豚
肉
の
輸
出
に
注
算
し
た
い
。
　
数
値
の
な
か
に
タ
ー
ル
の
輸
入
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
断
定
は
し
に
く
い
も
の
の
、
　
タ
バ
コ
以
外
の
農
畜

産
物
た
る
豚
肉
の
輸
出
が
既
に
か
な
り
の
数
量
に
の
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
主
な
輸
出
地
域
で
は
タ
バ
コ
生
産
は
あ
ま
り
活
発
で
な

い
こ
と
、
が
読
み
取
れ
る
。
輸
出
入
港
に
よ
る
数
値
の
差
異
が
そ
の
ま
ま
後
背
地
の
経
済
特
性
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
タ
バ
コ

輸
出
、
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
・
黒
人
の
輸
入
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
も
っ
ぱ
ら
タ
バ
コ
生
産
を
お
こ
な
っ
て
い
た
西
メ
リ
ー
ラ
ン
ド

（
特
に
タ
イ
ド
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
地
域
）
と
、
タ
バ
コ
以
外
の
農
畜
産
を
大
規
模
に
導
入
し
始
め
た
東
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
南
部
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
あ

る
。
豚
肉
生
産
の
存
在
か
ら
、
タ
バ
コ
の
み
に
依
存
し
た
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
経
済
の
構
造
変
化
1
1
経
済
の
多
様
化
が
認
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、

地
域
の
多
様
化
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
史
料
が
示
す
の
は
、
あ
く
ま
で
多
様
化
の
兆
し
で
あ
っ
て
、
そ
の
本
格
的
な
始
動
は
一
七
四
七
年
の
「
タ
バ
コ
検
査

法
」
（
8
。
び
9
・
。
8
ぎ
ぞ
。
。
ぼ
8
＞
g
）
を
契
機
と
す
る
。
プ
ラ
ン
タ
ー
の
要
請
に
よ
っ
て
、
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
に
倣
っ
て
制
定
さ
れ
た
こ
の
法
律
は
、

基
本
的
に
は
不
良
タ
バ
コ
の
除
去
に
よ
る
輸
出
タ
バ
コ
の
品
質
向
上
を
め
ざ
し
て
お
り
、
検
査
所
で
の
タ
バ
コ
検
査
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
義
務
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

表3　取扱期日（月別）

月 取扱件数

　　6

　　1

124

11

26

40

　　1

　　8

41e

94

　　3

　　6

（122）a

（29）b

（403）c

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2

aお告げの祝日（3／25）

b洗礼者ヨハネの祝日（6／24
cマイケルマス（9／29）

（出典）　註④参照。

け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
律
が
、
幾
つ
か
の
重
大
な
影
響
を
植
民
地
経
済
に

及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
要
約
す
る
と
以
下
の
四
点
に
収
敏
さ
れ
よ
う
。

ひ
と
つ
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
タ
バ
コ
価
格
が
著
し
い
上
昇
を
開
始
し
、
ヴ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ジ
ニ
ア
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
埋
め
ら
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
タ
バ
コ
価
格

の
ト
レ
ン
ド
転
換
は
、
ダ
ミ
ー
変
数
を
組
み
込
ん
だ
重
回
帰
分
析
に
よ
っ
て
明

　
　
　
　
　
　
⑩

確
に
指
摘
で
き
る
。
二
つ
め
は
、
検
査
所
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
輸
送
コ
ス
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表
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輸
出
入
関
税
よ
り
推
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し
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メ
リ
ー
ラ
ン
ド
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）
あ
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タバコ植罠地経済の展開（和田）

ト
が
低
下
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
三
つ
め
は
、
「
検
査
票
」
（
H
器
娼
Φ
a
自
欺
。
8
）
の
流
通
に
よ
っ
て
、
マ
ネ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
の
上
昇
が
引
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

起
こ
さ
れ
た
点
、
そ
し
て
四
つ
め
は
、
小
菱
な
ど
の
穀
物
生
産
が
促
進
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
四
つ
め
の
点
が
特
に
重
要
で
あ
り
、
タ
バ

コ
栽
培
に
不
利
な
条
件
を
持
つ
地
域
の
プ
ラ
ン
タ
ー
は
、
検
査
法
が
ふ
る
い
と
な
っ
て
タ
バ
コ
生
産
を
放
棄
、
穀
物
生
産
へ
と
移
行
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

特
に
東
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
そ
の
傾
向
が
著
し
い
。
こ
う
し
て
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
植
民
地
経
済
は
、
穀
物
生
産
の
大
幅
導
入
U
経
済
の
多
様

化
を
、
加
速
度
的
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
植
民
地
経
済
に
お
い
て
も
、
同
様
の
現
象
が
認
め
ら
れ
、
数
量
的
な
裏
付
け
を
と
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
ほ
ど
穀
物
生
産
へ
の
移
行
が
大
規
模
に
お
こ
な
わ
れ
ず
、
や
や
史
料
的
に
難
し
い
面
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
も
っ
ぱ
ら
メ

リ
ー
ラ
ン
ド
に
そ
く
し
て
、
か
か
る
状
況
の
現
出
し
た
理
由
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
な
お
、
根
本
の
原
因
に
は
、
当
然
、
タ
バ
コ
と

小
麦
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
が
、
農
業
サ
イ
ク
ル
お
よ
び
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
面
で
両
立
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
大
前
提
が
横
た
わ
っ
て
い
る

　
　
⑭

の
だ
が
、
こ
れ
は
必
要
条
件
で
あ
っ
て
、
、
十
分
条
件
と
は
な
り
え
な
い
。
十
分
説
得
力
の
あ
る
理
由
づ
け
を
お
こ
な
う
た
め
に
は
、
構
造
変
化

の
段
階
に
合
わ
せ
て
、
二
期
に
分
け
て
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
際
、
マ
ク
ロ
ニ
・
・
ク
鴇
双
方
の
視
角
が
必
要
と
な
る
の
で
あ

る
。
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表5　メリーランド植民地からの穀物・穀物加工品の輸（移）出高

　　　（1768－72年平均，単位ユ，OOOIbs．）

輸躍
gウ＿シ1小麦

小愛粉 ノR　　ン

　796

3，978

9，782

2，309b

2，643

／Ei，］595’ose’ P／1／
3，110

6，764e

6，200

zosse

輸（移）出地域　＼

グ1／・一ト・ブリテン

アイルランド

南欧・ワイン諸島

ニューイングランド

中部植民地

レ・ラデルフ・ア・

西インド諸島

（註）　a　輸出高を算出するために用いた価格は，トウモμロ

b

c

d

e

シ1．54s，／bu．，小麦3．8s．／bu．，小麦粉13s／cwt・

沿岸交易全体での移出高。

やや高めの推計値。

陸路フnラデルフィアへ運ばれたもの。1774年の数
値。

ヨ一口、ッパへの輸出高も含む。1769年の数値。

（出典）　Klingman，　D．　C，，‘t　The　Significance　of　Grain　in　the

　　　Development　of　the　Tobacco　Colonies，’”ノEH，　XX工X

　　　（1969），p．　272；　Shephercl，　J．F．　Jr．　＆　Williarnson，

　　　S．H．，　“The　Coastal　Trade　of　the　British　North

　　　American　Colonies，1768－1772，”ノEH，　XXXII（1972），

　　　pp．　790－793，　808－809；　Earle　＆　Hoffman，　op．　¢it．，　P・

　　　30；CapPon　et　al．　eds．，　op．　oit．，　PP・26－27・より計算作

　　　成。

　
さ
て
、
ま
ず
、
第
一
期
の
一
七
四
〇
年
代
・

五
〇
年
代
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
こ
の
時
期

に
経
済
の
多
様
化
が
加
速
さ
れ
、
穀
物
、
特
に

小
麦
の
生
産
が
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
前
述
し
允
よ
う
に
、

検
査
法
が
引
き
が
ね
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
小
麦
価
格
の
相
対
的
安
定
性
こ
そ
、
タ
バ

コ
価
格
の
不
安
定
さ
に
泣
か
さ
れ
て
き
た
プ
ラ

ン
タ
ー
に
と
っ
て
穀
物
生
産
へ
の
移
行
の
最
大

　
　
　
　
　
⑮

誘
因
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
穀
物
市
場
の
拡

大
が
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
従
来
も
、

小
麦
は
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
は
西
イ
ン
ド
諸
島
へ
と
、
も
っ
ぱ
ら
ニ
ュ
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ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
商
人
の
乎
に
よ
っ
て
輸
出
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
西
イ
ン
ド
諸
島
や
南
欧
（
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
で
の
穀
物
需
要
が
急
速

に
拡
大
す
る
な
か
、
そ
の
地
へ
の
穀
物
輸
出
を
狙
う
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
商
人
が
大
挙
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
北
部
へ
商
圏
を
拡
大
し
、
穀
物
の
大
量

購
入
を
開
始
す
る
の
で
あ
る
（
表
5
参
照
）
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
北
部
の
郡
（
ヶ
ソ
ト
郡
・
セ
シ
ル
郡
な
ど
）
が
穀
物
生
産
へ
移
行
し
て
い
く
の
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
商
人
の
活
動
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
こ
の
よ
う
に
穀
物
需
要
が
急
速
に
拡
大
す
る
と
、
当
然
の
結
果
と
し
て
、
小
麦
価
格
の
著
し
い
上
昇
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
小
麦
価
格
の
上
昇

は
一
層
の
穀
物
生
産
移
行
を
促
す
。
こ
う
し
て
、
第
二
期
、
一
七
六
〇
年
代
・
七
〇
年
代
に
至
る
と
、
穀
物
生
産
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
植
民
地



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

経
済
の
な
か
で
、
タ
バ
コ
生
産
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
の
成
長
を
示
す
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
穀
物
に
関
す
る
特
化
係
数
（
表
6
）
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
植
民
地
時
代
末
期
の
タ
バ
コ
植
民
地
は
、
中
部
植
民
地
に
次
ぐ
「
パ
ン
の
植
民
地
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。
か
か
る
穀
物
生
産
急
成

長
の
理
由
は
幾
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
や
は
り
第
一
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
価
格
上
昇
に
よ
っ
て
小
麦
生
産
の
利
潤
が
タ
バ
コ
生
産
の
利
潤
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

は
る
か
に
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
チ
ェ
ス
タ
ー
タ
ウ
ン
・
ナ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
な
ど
の
港
を
つ
う
じ
て
、
西
イ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ド
諸
島
や
南
欧
と
の
直
接
取
引
が
大
規
模
化
さ
れ
た
の
も
、
大
き
な
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
（
表
5
参
照
）
。
実
際
、
こ
の
時
期
に
は
、
メ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ラ
ン
ド
の
小
麦
価
格
と
南
欧
（
リ
ス
ボ
ン
）
の
小
麦
価
格
は
類
似
し
た
変
動
パ
タ
ン
を
し
め
し
て
お
り
、
両
者
の
密
接
な
関
係
が
窺
わ
れ
る
。
一

方
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
内
部
自
体
の
状
況
も
、
大
幅
な
穀
物
生
産
へ
の
移
行
を
促
し
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
人
口
圧
の
増
大
が
多
く
の
中
小

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
圧
迫
し
、
タ
バ
コ
と
穀
物
の
両
方
を
栽
培
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
た
の
で
あ
り
、
タ
バ
コ
栽
培
に
不
利
な
地
域
（
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
お
よ
び
蓉
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
北
部
）
の
中
小
プ
ラ
ン
タ
ー
を
し
て
、
土
地
効
率
の
良
い
小
麦
生
産
へ
と
特
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
ひ
と
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
以
上
の
よ
う
な
穀
物
生
産
へ
の
誘
因
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
タ
バ
コ
生
産
を
維
持

・
拡
大
し
て
い
っ
た
地
域
、
つ
ま
り
タ
バ
コ
栽
培
に
有
利
な
地
域
（
西
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
南
部
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
点
で
タ
バ
コ
栽
培
に
有
利
だ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

タバコ植罠地経済の展開（和田）

表6穀物・穀物力旺：品の特化係数
　　　　　　　　　　（1768－72年）

鴇
齢
m
肪
α
3
0

中部植民地

メリーランド・ヴァジニア

カ　ナ　ダ

ニューイソグランド

両カロライナ・ジョージア

西インド諸島

（出典）　蓑1に「司じ。

　
　
　
　
　
　
　
　
穀
物
生
産
へ
移
行
せ
ず
タ
バ
コ
生
産
を
維
持
す
る
一
の
み
な
ら
ず
タ
バ
コ
生
産
を
拡

大
す
る
一
ほ
う
が
経
済
的
に
有
利
だ
と
い
う
か
ら
に
は
、
何
ら
か
の
積
極
的
な
理
由
が
存
在
し
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
地
味
の
良
さ
、
タ
バ
コ
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
良
さ
、
奴
隷
労
働
力
の
豊
富
さ
、
酉
メ
リ
ー
ラ
ン
ド

の
タ
バ
コ
価
格
（
ブ
ラ
イ
ト
リ
ー
フ
ォ
ロ
ノ
コ
種
）
は
東
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
も
の
よ
り
も
二
五
一
一
〇
〇
％
高
価

な
た
め
、
小
麦
・
タ
バ
コ
の
相
対
価
格
で
タ
バ
コ
の
ほ
う
が
若
干
高
い
な
ど
、
様
々
な
理
由
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
西
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
南
部
で
も
パ
タ
ク
セ
ソ
ト
河
流
域
に
関
し
て
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
で
十
分
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
安
価
な
ダ
ル
ブ
ラ
ウ
ン
オ
ロ
ノ
コ
種
を
も
っ
ぱ
ら
栽
培
し
て
い
た
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
流
域
に
関
し
て

は
ど
う
な
の
か
。
こ
の
時
期
の
タ
バ
コ
生
産
が
需
要
の
拡
大
－
特
に
フ
ラ
ン
ス
市
場
の
拡
大
一
…
に
よ
っ
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て
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
、
こ
こ
で
再
び
思
い
起
こ
す
な
ら
ば
、
解
答
は
明
白
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ポ
ト
マ
ヅ
ク
河
流
域
は
安
価
な

ダ
ル
ブ
ラ
ウ
ソ
オ
ロ
ノ
コ
種
を
栽
培
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
フ
ラ
ン
ス
市
場
そ
し
て
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
商
人
と
結
び
つ
く
こ
と
が
で
き
、
タ
バ
コ
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

産
の
維
持
・
拡
大
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
タ
バ
コ
需
要
に
恵
ま
れ
ず
、
そ
の
う
え
タ
バ
コ
生
産
に
有
利
な
前
述
の
諸
条

件
さ
え
満
た
す
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
地
域
、
す
な
わ
ち
東
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
と
西
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
北
部
が
、
穀
物
生
産
に
移
行
し
た
と
い
う
こ

と
も
で
き
よ
う
。

　
同
様
の
現
象
は
、
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
植
民
地
に
お
い
て
も
、
も
ち
ろ
ん
認
め
ら
れ
る
。
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
の
場
合
、
特
に
ヨ
ー
ク
河
流
域
で
高
級
な
ス

ゥ
ィ
ー
ト
セ
ン
テ
ィ
ッ
ド
種
を
栽
培
し
て
い
た
の
で
、
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
河
流
域
で
の
ダ
ル
ブ
ラ
ウ
ン
オ
ロ
ノ
コ
種
栽
培
と
対
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

し
た
と
き
、
よ
り
鮮
明
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
見
い
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
穀
物
生
産
と
い
う
点
で
は
、
メ
リ

ー
ラ
ン
ド
ほ
ど
の
展
開
を
指
摘
し
に
く
い
こ
と
も
ま
た
事
実
で
は
あ
る
。

　
と
ま
れ
A
以
上
の
よ
う
に
し
て
、
　
個
々
の
プ
ラ
ン
タ
ー
（
中
小
プ
ラ
ン
タ
ー
）
ー
ミ
ク
ロ
の
次
元
！
に
お
い
て
は
、
地
域
ご
と
に
ま
と
ま

っ
た
か
た
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ
穀
物
生
産
お
よ
び
タ
バ
コ
生
産
へ
特
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
全
体
、
そ
し
て
タ
バ
コ
植
民

地
全
体
i
マ
ク
ロ
の
次
元
i
で
み
れ
ぼ
、
そ
れ
は
地
域
的
多
様
性
の
進
展
で
あ
り
、
ま
た
、
タ
バ
コ
生
産
と
穀
物
生
産
の
共
存
、
つ
ま
り

経
済
の
多
様
化
に
他
な
ら
な
い
。
単
一
商
品
作
物
1
ー
タ
バ
コ
の
み
に
全
面
的
に
依
存
し
て
い
た
一
七
四
〇
年
代
以
前
の
脆
弱
な
タ
バ
コ
植
民
地

経
済
、
そ
し
て
単
一
商
品
作
物
一
砂
糖
の
み
に
依
存
し
続
け
た
西
イ
ン
ド
植
民
地
、
こ
れ
ら
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
経
済
の
多
様
化
と
い
う
現

象
が
い
か
に
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
た
か
が
了
解
さ
れ
よ
う
。

　
た
し
か
に
タ
バ
コ
は
、
砂
糖
と
異
な
り
、
保
護
市
場
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
一
次
産
品
ゆ
え
価
格
変

動
が
激
し
く
、
プ
ラ
ン
タ
ー
達
に
と
っ
て
は
リ
ス
ク
の
大
き
い
作
物
で
あ
っ
た
。
タ
バ
コ
価
格
の
変
動
に
よ
っ
て
植
民
地
の
社
会
・
経
済
が
多

大
な
影
響
を
被
っ
た
こ
と
は
、
第
二
節
で
明
ら
か
に
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
も
、
タ
バ
コ
は
国
際
商
品
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
航
海

法
に
よ
っ
て
列
挙
品
目
に
指
定
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
完
全
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
お
か
れ
て
い
た
。
経
済
の
多
様
化
と
は
、
か
よ
う
に
様
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タバコ植民地経済の展開（和田）

（単位：£000）表7　南部植民地の国際収支（沿岸交易を含む）

支収際国支豊本資
常
支
経
紀

　
外
支

　
易
　
貿
土煙海運サ殿

ス

ーヴィ手数料

取引相手地域

輸入輸出

グレート・
@　　ブリテン

Aイルランド

1，410

i971）

1，520

i1，047）
△110
i△76）

27 10 37 △73

南欧・

@　ワイン諸島
155
i100）

18
i11）

137
i89）
27　　11 38 175 ／．

西インド諸島
21G
i98）

201
i103）
　9
i△5）

39 22 61 70

アフリカ
0
（
0
）

137
i27）
△137
i△27）

0 0 0 △137

（A2，040）

〈沿岸交易〉

北・中部植民地

合　計

〈移入＞

　191
　（88）

1，966
（1，257）

〈移出＞

　149
　（73）

2，025
（1，261）

42
（15）

A　59
（A　4）

／vl／ ［42）

（15）
1／

、1きll〔43〕i・・36〕｝〔77・1，耀，

（註）南部植民地とは，Md．，　Va．，　N．　C．　S．　C．　Ga．の5っの植民地をさす。

　　　（）内の数値は，Md・＋Va・のもの。

　　　奴隷・サーヴァソトを含むが，イギリス政府の植民地での支出は含まない。

　　　海外貿易・沿岸交易は，1768－72年の平均。資本収支は，1776年現在。

　　　輸出はFOB価格，輸入は，　CIF価格。
　　　海運サーヴィスのく〉内の数値は，海外地域間のサーヴィスによって得た金額。

　　　小数点以下は，四捨五入。

（出典）Shepherd，　J．F．，　Jr．，＆Walton，　G　M．，“Estimates　of‘王nvisible　’Earnings　in　the

　　　　Balance　of　Payment　of　the　British　North　Amercan　Colonies，　1768－1772，”　fEH，

　　　　XXXIX　（1969），　pp．　231－232，　250，　253，　256－257；　Shepherd　＆　XK’illiamson，　op．　cit．

　　　　pp．798，803．より計算作成。

々
な
問
題
点
を
有
し
て
い
た
タ
バ
コ
へ

の
全
面
的
な
依
存
体
制
か
ら
脱
却
し
た

こ
と
を
、
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
小
麦
な
ど
の
穀
物
は
列
挙
品

目
に
挙
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
自
由
に
直

接
取
引
を
お
こ
な
う
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
か
ら
、
穀
物
生
産
が
増
大
す
る
に

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
ロ

つ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
を
経
由
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

貿
易
パ
タ
ン
が
確
立
・
拡
大
さ
れ
た

（
表
5
参
照
）
。
植
民
地
時
代
末
期
に
お

け
る
南
部
植
民
地
の
国
際
収
支
を
計
量

し
て
み
る
と
、
こ
の
穀
物
貿
易
に
よ
っ

て
、
対
英
貿
易
収
支
の
赤
字
は
優
に
補

わ
れ
え
た
こ
と
が
わ
か
る
（
表
7
参
照
）
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
背
後
に
は
、
ネ
イ

テ
ィ
ヴ
商
人
の
台
頭
と
沿
岸
交
易
の
活

発
化
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
商
人
の
活
躍

は
、
本
国
商
人
の
商
業
支
配
を
掘
り
崩
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⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
、
沿
岸
交
易
の
展
開
は
、
＝
二
植
民
地
間
相
互
の
経
済
的
連
結
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
（
表
7
参
照
）
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

製
鉄
業
な
ど
二
次
産
業
の
成
長
も
確
認
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
経
済
の
多
様
化
を
巡
る
以
上
す
べ
て
の
事
実
を
、
「
独
立
革
命
を
可
能
に
し
た
経

済
的
要
因
」
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
か
か
る
「
積
極
的
」
要
因
に
は
、
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
の
現
象
を
付
け
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
本
節
の
初
め
に
も
触
れ
た
が
、
一

七
四
〇
年
代
以
降
急
速
に
進
行
し
た
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
ベ
ル
で
の
「
自
給
化
」
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
自
給
化
現
象
は
、
幾
つ
か
の

理
由
か
ら
、
従
来
、
本
格
的
な
研
究
対
象
と
は
な
さ
れ
ず
、
そ
の
具
体
像
は
よ
う
や
く
最
近
明
ら
か
に
さ
れ
始
め
た
ば
か
り
で
あ
る
。
ひ
と
つ

に
は
、
「
ス
テ
イ
プ
ル
理
論
」
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
輸
出
セ
ク
タ
ー
を
重
視
す
る
研
究
者
の
態
度
が
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
組
織
を
「
外
へ
向
か
っ
て
開
か
れ
た
系
」
と
し
て
の
み
認
識
さ
せ
、
「
内
へ
向
か
っ
て
閉
ざ
さ
れ
た
系
」
と
し
て
の
機
能
の
認
識
を
、
や

や
も
す
れ
ば
見
失
わ
せ
が
ち
で
あ
っ
た
点
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
タ
バ
コ
植
民
地
社
会
の
動
的
展
開
に
対
し
て
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
内

の
自
給
活
動
は
静
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
誤
っ
た
捉
え
方
が
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
も
よ
る
。
プ
ラ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
は
、
も
ち
ろ
ん
、
ス
テ
イ
プ
ル
を
生
産
す
る
た
め
に
最
も
機
能
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
経
済
単
位
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
自

体
、
あ
た
か
も
単
細
胞
生
物
の
ご
と
く
、
個
々
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
少
な
く
と
も
最
低
の
生
存
条
件
は
保
証
可
能
な
自
給
機
能
を
有
し
て

　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
旧
タ
バ
コ
畑
へ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
植
え
付
け
と
い
う
事
実
に
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
、
強
靱
性
と
持
続
性
と
を
持
ち
え
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
当
然
、
自
給
化
の
度
合
い
は
、
プ
ラ
ソ
テ
…
シ
ョ
ン
の
規
模
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
こ
こ
で

は
、
C
・
V
・
ア
ー
ル
の
研
究
を
中
心
に
そ
の
実
態
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
が
、
彼
が
そ
の
際
、
手
掛
か
り
と
す
る
の
は
、
「
潜
在
的
自

給
指
数
」
（
困
＆
鎚
。
h
℃
o
富
暮
巨
。
っ
①
躍
ω
二
曲
鼠
窪
。
団
）
な
る
数
値
で
あ
る
。
こ
れ
は
簡
単
に
言
え
ば
、
食
糧
・
家
畜
・
家
内
工
業
用
具
等
の
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

計
指
数
で
あ
り
、
そ
の
大
小
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
内
で
の
自
給
度
の
強
弱
を
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
様
々
な
規
模
の
プ
ラ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
こ
の
潜
在
的
自
給
指
数
を
み
て
み
る
と
、
多
く
の
労
働
力
を
有
し
て
い
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
大
プ
ラ
ン
テ
i
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⑳

シ
ョ
ソ
ほ
ど
、
指
数
の
値
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
相
関
係
数
は
、
○
・
四
六
）
。
す
な
わ
ち
、
大
プ
ラ
ン
タ
ー
ほ
ど
、
自
給
化
傾

向
を
よ
り
強
く
帯
び
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
中
小
プ
ラ
ン
タ
ー
が
、
経
済
構
造
の
多
様
化
と
と
も
に
特
化
傾
向
を
示
し
た
こ
と
は
既
に

み
た
が
、
大
プ
ラ
ン
タ
ー
は
、
タ
バ
コ
へ
特
選
し
た
中
小
プ
ラ
ン
タ
ー
と
好
対
象
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
潜
在
的
自
給
指
数
の
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

化
を
時
系
列
上
に
お
い
て
捉
え
て
み
る
な
ら
ば
、
特
に
一
七
四
〇
年
代
以
降
、
大
幅
な
上
昇
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
現
象
も
、

経
済
構
造
の
変
化
1
1
多
様
化
と
の
関
連
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
は
、
遺
産
目
録
に
散
見
さ
れ
る
家
内
工
業
用
具
の
み
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
す
る
な
ら
ば
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
内
工
業
（
家
内
工

業
）
と
も
い
う
べ
き
現
象
す
ら
、
這
い
出
し
う
る
。
家
内
工
業
用
具
と
は
、
具
体
的
に
は
、
羊
毛
加
工
用
具
、
好
き
櫛
・
亜
麻
用
硫
き
具
、
蝋

燭
・
ス
プ
ー
ン
の
鋳
型
、
蒸
留
器
な
ど
を
さ
す
が
、
羊
毛
加
工
用
具
は
一
七
一
〇
年
代
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
用
具
は
一
七
四
〇
年
代
か
ら
、
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

産
目
録
に
登
録
さ
れ
る
割
合
を
急
激
に
伸
ば
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
、
黒
人
奴
隷
を
労
働
力
と
し
て
用
い
る
製
鉄
業
の
展
開
も
、
あ
る
程

度
ま
で
は
こ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
内
工
業
の
範
疇
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
逃
亡
奴
隷
の
新
聞
広
告
の
史
料
を
み
て
み
る
と
、
こ
の
工

業
形
態
が
か
な
り
深
く
人
々
の
生
活
に
i
黒
人
奴
隷
の
生
活
に
も
i
浸
透
し
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。
『
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
・
ガ
ゼ
ッ
ト
紙
』

か
ら
、
若
干
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
　
「
逃
亡
、
黒
人
で
名
は
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
。
…
…
（
中
略
）
…
…
逃
亡
時
、
所
持
し
た
衣
類
は
次
の
と
お
り
。
上
質
黒
ラ
シ
ャ
の
コ
ー
ト
、
　
一
着
。
植
民
地
製

　
（
O
o
口
口
葺
率
ヨ
巴
①
）
カ
ー
ジ
i
織
り
の
コ
ー
ト
、
一
着
。
白
シ
ャ
ツ
、
一
着
。
植
民
地
製
リ
ン
ネ
ル
の
シ
ャ
ツ
、
一
着
。
」
（
一
七
四
六
年
、
八
月
八
日
）

　
　
「
逃
亡
、
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
郡
、
ス
テ
フ
ァ
ン
・
オ
ニ
オ
ン
茂
の
製
鉄
所
か
ら
。
六
月
中
旬
。
黒
人
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
の
混
血
で
、
名
は
ジ
ミ
ー
。
背
の
高

　
さ
は
、
お
よ
そ
五
フ
ィ
ー
ト
六
イ
ン
チ
。
…
…
（
中
略
）
…
…
こ
の
黒
人
を
捕
ま
え
て
、
無
事
に
製
鉄
所
ま
で
連
れ
て
こ
ら
れ
た
方
に
は
、
も
れ
な
く
適
当
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
賞
金
を
進
呈
。
」
（
一
七
五
三
年
、
十
年
四
臼
）

　
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
ベ
ル
で
の
自
給
化
、
さ
ら
に
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
内
工
業
が
、
こ
の
よ
う
に
進
展
を
み
せ
れ
ぼ
、
そ
れ
が
郡
レ

ベ
ル
、
そ
し
て
植
民
地
レ
ベ
ル
で
の
経
済
構
造
に
影
響
し
て
い
く
の
は
当
然
で
あ
る
。
次
の
同
時
代
史
料
は
、
か
か
る
事
情
を
反
映
し
た
証
言
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で
あ
る
と
解
釈
で
き
よ
う
。

　
　
「
そ
れ
ま
で
彼
ら
は
、
世
界
で
も
類
稀
な
る
浪
費
家
で
、
年
末
に
赤
字
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
満
足
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
…
…
（
中
略
）
…
…
製
造
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
を
興
し
、
紡
績
・
織
布
を
お
こ
な
お
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
」

　
実
際
に
は
、
こ
の
史
料
は
、
印
紙
条
例
の
影
響
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
自
給
化
傾
向
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
数
量
デ
…
タ
で

見
た
よ
う
に
、
そ
の
展
開
は
一
七
四
〇
年
代
ま
で
遡
り
う
る
の
で
あ
る
。

　
と
ま
れ
、
こ
の
自
給
化
の
進
行
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
か
ら
の
輸
入
品
へ
の
潜
在
的
依
存
体
質
を
改
善
し
て
い
っ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、

経
済
的
自
立
を
指
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
タ
バ
コ
植
民
地
の
独
立
革
命
が
大
プ
ラ
ン
タ
ー
の
指
導
の
も
と
に
遂
行
さ
れ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
そ

の
「
積
極
的
」
要
因
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
現
象
は
あ
く
ま
で
潜
在
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
一
方
で
は
消
費
水
準
の
大
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

上
昇
が
生
じ
て
お
り
、
消
費
構
造
に
お
い
て
は
帝
国
体
制
の
な
か
に
し
っ
か
り
と
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
も
い
え
る
。
だ
が
、
工
業
製
品
の
供

給
源
が
必
ず
し
も
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
限
定
さ
れ
る
必
要
は
な
く
、
た
と
え
ぼ
将
来
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
切
り
替
え
る
こ
と
も
十
分
可
能

な
は
ず
で
あ
っ
た
し
、
当
植
民
地
工
業
の
展
開
を
期
待
す
る
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
特
に
食
料
供
給
に
関
し
て
は
、
西
イ
ン
ド
植

民
地
と
の
対
比
に
お
い
て
、
そ
の
意
味
の
重
大
さ
が
理
解
さ
れ
る
。
表
5
、
6
、
7
か
ら
見
る
限
り
、
砂
糖
の
み
に
依
存
し
た
西
イ
ン
ド
諸
島

は
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
ベ
ル
の
み
な
ら
ず
、
地
域
全
体
と
し
て
す
ら
自
給
が
不
可
能
で
あ
り
、
常
に
外
部
へ
の
寄
生
を
運
命
づ
け
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
穀
物
生
産
の
拡
大
を
中
心
と
す
る
経
済
の
多
様
化
と
、
自
給
化
現
象
と
が
、
相
互
に
密
接
に
結
び
付
い
て
い

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

　
か
く
し
て
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
な
経
済
の
講
造
変
化
t
多
様
化
と
自
給
化
1
は
、
総
体
と
し
て
、
タ
バ
コ
植
民
地
の
独
立
革
命
へ
向

け
て
の
「
積
極
的
」
経
済
要
因
t
従
来
、
研
究
者
に
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
一
と
、
な
り
え
た
。
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
か
ら
脱

却
す
る
た
め
の
経
済
的
礎
石
は
、
こ
こ
に
敢
然
と
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。
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独
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の
指
導
の
も
と
で
も
っ
ぱ
ら
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
経
済
の
変
容
が
、
独
立
革
命
の
要
因
と
し
て
の
タ
バ
コ
の
意
義

を
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ず
る
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は
な
か
っ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
、
「
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極
的
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「
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極
的
」
双
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っ
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独
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向
け
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。
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植
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独
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入
れ
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The　Economic　Development　of　Tobacco　Colonies

　　　　　The　Preconditions　for　the　American　Revolution

by

Mitsuhiro　Wada

　　British　American　Colonies，　especially　staple－producing　soutihern　colonies

were　very　i皿portant　parts　of“the　Old　Colonial　System”．　As“Tobacco

Colonies”，　Colonial　Maryland　and　Coloniai　Virginia，　which　were　typicai

of　southern　colonies　and　were　“periphery”　of　the　System，　developed

tobacco　plantations　based　on　blacl〈　slavery．　Therefore，　their　monocul－

tural　character　has　been　emphasised　by　many　historians，　and　their

economic－historical　significance　in　the　American　Revolution，　compared

with　their　political－historical　meaning，　has　been　underestimated．

　　This　paper　deais　with　Colonial　Maryland　chiefiy，　and　examines　the

historical　develQpment　of　its　economy　from　the　early　stage　of　settlement

to　the　eve　of　the　Revolution．　We　used　quantitative　methods　’to　research

the　economic　preconditions　for　the　Revolution　that　were　found　in　that

Tobacco　Colony．

　　As　a　resu1t，　we　discoverd　the　“passive”　factor：　reslstance　to　“the

Navigation　Acts　System”　of　the　mother　country，　and　the　“positive”

factor　：　diversification　of　the　economic　structure　of　the　Tobacco　Colonies，

which　was　not　recognized　by　historians　formerly．

Les　16gitimistes　lib6raux　et　la　Nation　sous　la

　　　　　　　　　　　　monarchie　de　Juillet

par

Yutaka　Uegaki

　　Les　16gitimistes　ont　falt　plusieurs　efforts　pour　s’adapter　h　ia　soci6t6

post－r6vo1utionnaire．　Mais　les　historiens　frangais　ont　le　plus　souvent

meprise　ces　efforts　et　neglig6　1’6volution　de　leur　doctrine　politique．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（843）




